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熊
本
藩
校
「
時

學
規
」
に
關
す
る
一
考
察

田

秀

穗

要

旨
熊
本
藩
校
「
時

學
規
」
は
、
寶

五
年
に
時

初
代
敎
授
に
就
任
し
た
秋
山
玉
山
が
起
草
し
た
時

の
根
本
規
則
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
は
じ
め
に
時

の
施
設
と
人
的
な

要
を

し
た
後
、
時

の
設
立
を
發
意
し
た
熊
本
藩
第
六
代
藩
主
細
川
重
賢
と
重
賢

の
信
任
を
受
け
、
藩
校
開
學
に
盡
力
し
た
秋
山
玉
山
の
敎
育

を

討
し
た
。
そ
こ
で
は
若
い
こ
ろ
か
ら
徂
徠
學
派
の
學
風
に
親
し
ん
で
い
た
重

賢
と
玉
山
が
、
人
材
の
育
成
と
い
う

點
か
ら
個
性
の
伸
長
を
重

す
る
自
由
で
寛
容
な
敎
育

を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

次
に
「
時

學
規
」
の
各
條
文
の

討
か
ら
は
、
時

で
行
わ
れ
て
い
た
學
業
課
程
を
定
め
た
條
文
の
中
に
、
一
人
一
人
の
學
生
の
能
力

と
個
性
に
應
じ
た

々
な
敎
育
的
配
慮
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
に
お
い
て
重
賢
が
寶

改
革
の
一
環
と
し
て
、
新
た
に
制
定

し
た
「
知
行
世
減
の
法
」
が
、
父
の

務
成
績
と
子
の
文
武
の
才
能
次
第
で
は
知
行
を
減
ず
る
と
定
め
て
い
た
た
め
に
、
そ
れ
が
そ
の
後
の
時

の
學
風
を
成
績
第
一
主
義
へ
と
傾
斜
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

ま
た
「
時

學
規
」
の
條
文
と
中
國
明
代
の
總
合
行
政
法
典
で
あ
る
『
明
會
典
』
の
條
文
と
の
比
較

討
か
ら
、
時

に
お
け
る
學
生
の

成
績
や
賞
罰
に
關
す
る
規
則
の
多
く
が
、『
明
會
典
』
を
參
考
に
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

は
じ
め
に

熊
本
藩
校
時

は
、
寶

五
年
（
一
七
五
五
）
の
設
立
以
來
、
長
く
諸
藩

の
模
範
と
さ
れ
、
他
藩
か
ら

察
の
た
め
訪
れ
る
者
が
蹟
を

た
な
か

っ
た
一
）
。
福
岡
藩
の
儒
學
者
龜
井
南
冥
（
一
七
四
三
｜
一
八
一
四
）
も
そ
の
一

人
で
あ
る
。
南
冥
は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
と
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）

の
二
回
、
熊
本
に
遊
び
、
熊
本
藩
中
興
の
名
君
と
仰
が
れ
た
細
川
重
賢
（
一
七

二
〇
｜
一
七
八
五
）
の
藩
政
刷
新
の
善
政
に
深
い
感
銘
を
受
け
、
熊
本
で
の
見

聞
を
も
と
に
『
肥
後
物
語
』（
天
明
元
年
成
稿
）
を
書
い
た
二
）
。
そ
の
中
で
南
冥

は
、
寶

の
改
革
以
後
の
熊
本
藩
の
治
政
を
讃
え
て
「
學
校
に
て
、
人
才
を
仕

立
る
こ
と
を
政
の
基
と
し
た
ま
ひ
し
こ
と
」
三
）

が
改
革
の
中
心
點
で
あ
っ
た
と

述
べ
て
い
る
。
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し
か
し
元
々
肥
後
熊
本
の
地
は
、
元
祿
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
に
出
版
さ
れ

た
『
新
人
國
記
』
四
）

に
「
智
あ
る
を
以
て
、
分
別
多
く
、
思
ひ
思
ひ
な
る
ゆ
へ
一

和
せ
ず
、（
中
略
）上
下
共
に
才
の
有
る
國
に
し
て
、
人
々
不
義
を
に
く
む
風
な

り
」
五
）

と
い
う
氣
風
を
反
映
し
て
、
文
敎
界
に
お
い
て
も

々
な
學
統
・
學
派
が

立
し
、
互
い
に
門
戸
を
張
る
傾
向
が

か
っ
た
と
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
風
土
の
中
で
「
人
才
を
仕
立
る
こ
と
を
政
の
基
」

と
し
て
設
立
さ
れ
た
藩
校
時

の
根
本
規
則
で
あ
る
「
時

學
規
」
の

討
を
通
し
て
、
時

の
敎
育
理
念
と
敎
育
内
容
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
い

と
考
え
る
。

一

藩
校
時

の
設
立

は
じ
め
に
時

設
立
の

史
的
背
景
と
時

の

要
に
つ
い
て
述
べ
て

お
く
。一

）
時

設
立
の

史
的
背
景

熊
本
藩
校
時

は
、
寶

五
年
（
一
七
五
五
）
一
月
、
熊
本
藩
第
六
代
藩

主
細
川
重
賢
が
、
熊
本
城
内
二
の
丸
に
設
立
し
た
藩
校
で
あ
る
。
校
名
の
由
來

は
、『
論
語
』
學
而
篇
の
「
學
而
時

之
、
不
亦

乎
」
に
よ
る
。

延
享
四
年（
一
七
四
七
年
）、
第
五
代
藩
主
宗
孝
が
人
違
い
に
よ
り
江
戸
城
内

で
殺
害
さ
れ
た
た
め
、
弟
の
重
賢
が
後
を

ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
當
時
の
熊
本

藩
は
、
藩
主
一
族
の
浪
費
と
打
ち
續
く
凶
作
に
よ
り
極
度
の
財
政
難
に

っ
て

い
た
。
重
賢
は
、
堀
平
太
左
衞
門
勝
名
（
一
七
一
六
｜
一
七
九
三
）
を
大
奉
行

に

擢
し
て
、
堀
と
の
二
人
三
脚
で
「
寶

の
改
革
」
と
い
わ
れ
る
藩
政
改
革

を

行
し
た
。

そ
の
改
革
は
、
財
政
に
止
ま
ら
ず
、
司
法
・
文
敎
・
農
業
・
產
業
な
ど
廣
範

圍
に
わ
た
っ
た
が
、
藩
政
改
革
を

う
有
爲
な
人
材
の
養
成
を
重

し
た
重
賢

の
發
意
で
藩
校
設
立
の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
。

寶

二
年
（
一
七
五
二
）、
重
賢
は
、
堀
勝
名
と
藩
儒
秋
山
玉
山
（
名
は
儀
、

字
は
子
羽
、
儀
右
衞
門
と

す
。
玉
山
は
號
。
一
七
〇
二
｜
一
七
六
三
）
に
命

じ
て
、
熊
本
城
内
二
の
丸
に
學

を
建
設
す
る
準
備
に
あ
た
ら
せ
、
寶

四
年

（
一
七
五
四
）十
二
月
に
校

が
落
成
し
た
。
藩
主
一
門
の
家
老
長
岡
内
膳
忠
英

（
一
六
九
九
｜
一
七
七
二
）
が
總
敎
（
學
長
）
と
な
っ
て
學
政
を
總
理
し
、
玉
山

が
初
代
敎
授
に
就
任
し
て
、
寶

五
年
（
一
七
五
五
）
正
月
十
三
日
、
藩
主
臨

席
の
も
と
に
開
校
式
が

行
さ
れ
た
。

二
）
時

の

要
に
つ
い
て

時

の

要
に
つ
い
て
、
舊
幕
時
代
の
敎
育
資
料
を
集
成
し
た
『
日
本
敎

育
史
資
料
』
三
（
文
部
省
總
務
局
編
、
一
八
九
〇
年
、
以
下
、『
資
料
』
三
と
略
）

及
び
新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
會
編
『
新
熊
本
市
史
』
史
料
編
第
三

近
世

（
熊

本
市
、
一
九
九
四
年
。
以
下
、『
市
史
』
史
料
編
と
略
）
を
も
と
に
、
施
設
、
敎

職
員
、
生
徒
數
、
經
費
の
側
面
か
ら
見
て
お
こ
う
。

１

施
設
に
つ
い
て

熊
本
城
二
の
丸
内
に
建
設
さ
れ
た
時

は
、東
西
二
十
五

（
約
四
五
メ
ー

ト
ル
）、
南
北
七
十
五

（
約
百
三
五
メ
ー
ト
ル
）
の
校
域
を
有
し
、
西
側
に
家

老
・
總
敎
等
の
役
人
部
屋
、
南
側
に
蒙
養
齋
・
句
讀
齋
・

書
齋
等
の
諸
敎
場
、

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
六
号

― ―66



及
び
寄
宿
寮
と
し
て
菁

齋
（
北
寮
・
中
寮
・
南
寮
）
が
配
置
さ
れ
、
東
西
二

箇
所
に
は
文
庫
を
設
け
、
正
門
を
入
っ
た
所
に
向
か
い
合
う
か
た
ち
で
、
東

・

西

の
演
武
場
を
構
え
て
い
た
。

但
し
、
藩
校
に
と
っ
て
必
須
の
施
設
で
あ
る
聖
堂
は
、
講
堂
の
西
側
に
基
礎

は
据
え
付
け
て
あ
っ
た
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廢
校
ま
で
つ
い
に
建

設
さ
れ
な
か
っ
た
（『
資
料
』
三
、
二
一
四
頁
參
照
）。

２

敎
職
員
に
つ
い
て

時

の
文
武
敎
育
及
び
管
理
運
營
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
職
が
置
か
れ
て

い
た
。

學
政
を
總
理
す
る
總
敎
（
學
長
）
一
名
（
家
老
の
内
か
ら
一
名
が
兼
務
）
の

ほ
か
、
敎
授
一
名（
但
し
適
任
者
不
在
の
と
き
は
缺
員
と
な
る
）、
學
校
方
奉
行

三
名
、
助
敎
二
名
、
訓
導
六
名
、
句
讀
師
十
名
、

書
師
四
名
、
算
術
師
七
名
、

音

師
一
名
、
古
實
師
一
名
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
武
術
師
範
と
し
て
、
各
流
派

か
ら
、
馬
術
五
家
、
居
合
十
一
家
（
四
天
流
三
家
、
伯
耆
流
四
家
、
眞
道
流
一

家
、
新
心
無
手
勝
流
一
家
、
關
口
流
一
家
、
揚
心
流
一
家
）、
薙
刀
三
家（
揚
心

流
二
家
、
古
流
一
家
）、
劍
術
十
六
家（
新
陰
流
四
家
、
柳
生
流
一
家
、
當
流
神

陰
流
一
家
、
四
天
流
二
家
、
寺
見
流
一
家
、
二
天
流
兵
法
二
家
、
二
天
一
流
兵

法
三
家
、
雲
弘
流
一
家
、
新
陰
流
兵
法
一
家
）、
槍
術
五
家
（
寶
藏
印
流
二
家
、

加
來
流
三
家
）、
射
術
六
家
（
竹
林
流
二
家
、
日
置
流
一
家
、
吉
田
當
流
一
家
、

吉
田
流
二
家
）、
炮
術
九
家（
三
破
神
傳
流
一
家
、
大
田
流
一
家
、
隆
安
函
山
流

一
家
、
渡
邊
流
一
家
、
宇
田
長
門
流
一
家
、
御
家
御
一
流
石
火
矢
竝
び
に
稻
富

一
火
流
炮
術
一
家
、
公
儀
御
流
儀
一
家
、
種
子
島
流
一
家
、
西
洋
法
高
島
流
一

家
）、
軍
學
五
家（
北
條
流
兵
法
二
家
、
山
鹿
流
兵
法
一
家
、
楠
木
流
軍
學
一
家
、

謙
信
流
軍
學
一
家
）、
柔
術
七
家（
四
天
流
組
討
二
家
、
揚
心
流
柔
術
一
家
、
當

理
流
小
具
足
一
家
、
天
下
無
雙
流
捕
手
一
家
、
竹
内
流
柔
術
一
家
、
扱
心
流
體

術
一
家
）
棒
・
野
太
刀
一
家
（
眞
道
流
）、
陣
具
太
鼓
一
家
、
犬
追
物
一
家
、
游

泳
二
家
が
置
か
れ
た
。

ま
た
職
員
と
し
て
は
、
學
校
役
人
四
名
、
學
校

目
付
三
名
、
學
校
付
物
書

七
名
、
學
校
定
手
傳
五
名
、
學
校
小
細
工
二
名
、
騎
射
場
犬
放
役
二
名
、
門
衞

一
名
（
晝
夜
交
番
）
が
い
た
（『
資
料
』
三
、
二
一
三
頁
及
び
『
市
史
』
史
料
編
、

九
七
一
頁
｜
九
七
三
頁
參
照
）。

３

生
徒
數
に
つ
い
て

時

の
生
徒
の

數
は
、
講
堂
生
が
約
三
百
七
八
十
人
、
菁

齋
の
居
寮

生
は
、
設
立
時
に
は
十
七
名（
内
塾
長
一
名
）、
嘉
永
安
政
期
に
は
二
十
七
名
で

あ
っ
た
。
句
讀
齋
生
徒
は
、
設
立
時
に
は
約
四
百
七
八
十
人
、
後
年
は
約
五
百

人
、
同
じ
く

書
齋
生
徒
も
約
四
百
五
十
人
、
後
年
は
約
五
百
人
で
あ
っ
た
。

以
下
、
算
術
師
七
家
の
生
徒
約
百
人
、
音

師
の
門
生
約
三
十
人
、
古
實
師
の

門
生
約
五
十
人
で
あ
っ
た
。
武
藝
に
つ
い
て
は
、
特
に
隆
盛
な
流
派
の
門
下
生

は
、
五
六
百
人
以
上
も
い
て
、
少
な
い
場
合
も
百
五
十
人
は
下
ら
な
か
っ
た
と

さ
れ
る
（『
資
料
』
三
、
二
一
四
頁
參
照
）。

４

經
費
に
つ
い
て

寶

五
年
（
一
七
五
五
）
の
時

設
立
の
際
は
、
學
校
經
費
と
し
て
時

に
三
十
人
扶
持
（
五
十
四
石
）
が
支
給
さ
れ
、
寶

十
三
年
（
一
七
六
三
）

か
ら
は
、
三
十
人
扶
持
の
ほ
か
に
銀
百
枚
が
支
給
さ
れ
た
（『
市
史
』
史
料
編
、

九
三
一
頁
・
九
三
六
頁
參
照
）。

ま
た
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
は
藩
内
の
飽
田
郡
上
松
尾
村

洞

邊
に

田

熊
本
藩
校
「
時

學
規
」
に
關
す
る
一
考
察

― ―67



「
學
料
新
地
」の
名
目
で
新
田
を
開
發
し
、
そ
こ
か
ら
の
收
入
を
も
っ
ぱ
ら
學
校

經
費
に
充
て
た
。
さ
ら
に
天
保
年

に
は
同
郡

路
口
村
に
も
同

の
新
田
を

開
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
新
田
開
發
に
要
し
た
費
用
は
、
す
べ
て
藩
の
學
校
方

の
用
金
や
藩
主
の
側
用
金
を
も
っ
て
支
辨
さ
れ
て
い
た
（『
資
料
』
三
、
二
〇
一

頁
參
照
）。二

時

設
立
者
の
敎
育

「
時

學
規
」
の
考
察
に
入
る
前
に
、（
一
）
細
川
重
賢
の
敎
育

、（
二
）

秋
山
玉
山
の
敎
育

を
見
て
お
き
た
い
。

一
）
細
川
重
賢
の
敎
育

は
じ
め
に
重
賢
の
敎
育

を

討
す
る
。

藩
校
時

の
第
三
代
敎
授
高
本
紫
溟
（
一
七
三
八
｜
一
八
一
四
）
は
、
重

賢
の
治
績
や
言
行
を
ま
と
め
た
『
銀
臺
遺
事
』
の
な
か
で
、
重
賢
の
非
常
な
勉

家
ぶ
り
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

若
く
ま
し
ま
し
け
る
程
よ
り
、
學
文
を
好
み
給
ひ
、
常
に
書
籍
を
遠
ざ
け

給
は
ず
、
狩
に
出
で
給
ふ
に
も
、
必
ず
も
た
ら
し
む
。
日
ご
と
に
朝
御
膳

す
み
て
は
、
か
な
ら
ず
書
を
御

あ
り
、
又
月
に
六
度
の
會
業
あ
り
て
、

近
侍
の
人
々
を
召
つ
ど
へ
て
よ
み
給
ふ
。（
中
略
）さ
れ
ば
御
一
代
に
、
會

讀
あ
り
た
る
書
籍
、
經
・
史
・
子
・
集
數
百

に
お
よ
べ
り
六
）
。

ま
た
前

『
銀
臺
遺
事
』
に
は
、
重
賢
が
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
｜
一
七
二

八
）門
下
の
學
者
と
盛
ん
に
交
流
し
て
い
た
と
す
る
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

御
年
若
く
ま
し
ま
し
し
と
き
、
服
部
元
喬
、
高
野
蘭
亭
な
ど
召
し
て
、
詩

會
度
々
あ
り
き
、
此
人
々
を
ば
、
先
生
と
て
尊
み
給
ふ
さ
ま
、
も
ろ
こ
し

に
い
へ
る
、
布
衣
の
交
り
の
た
め
し
な
ど
に
や
と
覚
え
き
。
殊
に
元
喬
は
、

詩
の
み
に
は
あ
ら
で
、
萬
の
事
を
も
と
ひ
は
か
ら
せ
給
ひ
け
れ
ば
、『
贈
肥

後
侯
』
と
て
、
心
を
つ
く
し
て
、
書
た
る
も
の
な
ど
も
あ
り
七
）
。

こ
こ
で
重
賢
が
師
事
し
た
服
部
元
喬
（
一
六
八
三
｜
一
七
五
九
、
南
郭
と
號

す
）
と
高
野
蘭
亭
（
一
七
〇
四
一
一
七
五
七
）
は
、
い
ず
れ
も
徂
徠
門
下
で
古

文
辭
派
の
學
者
で
あ
る
。
か
れ
ら
と
の
交
流
が
重
賢
の
敎
育

の
形
成
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

重
賢
の
遺
事
を
集
め
た
『
銀
臺
拾
遺
』（
一
名
『
肥
後
藩
落
穗
集
』）
と
い
う

書
物
の
中
に
、
重
賢
が
秋
山
玉
山
に
語
っ
た
と
い
う
以
下
の
言
葉
が
あ
る
。

若
き
者
共
を
導
き
く
れ
る
に
は
、
一
所
に
橋
を
か
け
ぬ
よ
う
に
し
て
向
こ

う
の
河
岸
に
渡
し
く
れ
よ
。
川
上
の
者
は
川
上
の
橋
を
渡
り
、
川
下
の
者

は
川
下
の
橋
を
渡
り
行
か
ば
、
其
の
者
共
、
廻
り
道
な
し
に
才
能
を
な
す

べ
し
。
と
に
も
か
く
に
も
河
向
こ
う
の
孝
悌
忠
信
の
道
に
さ
へ
、
橋
を
か

け
て
も
ら
へ
ば
吾
用
に
は
立
つ
べ
し
。
其
の
橋
の
掛
所
は
汝
が
心
に
あ
る

べ
し
八
）
。

こ
の
重
賢
の
言
葉
か
ら
、
藩
士
一
人
一
人
の
個
性
を
尊
重
し
、
改
革
に
役
立

つ
有
能
な
人
材
を
育
て
た
い
と
い
う
重
賢
の
方
針
を
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。二

）
秋
山
玉
山
の
敎
育

次
に
秋
山
玉
山
の
敎
育

を

討
す
る
。
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玉
山
は
、
享
保
八
年（
一
七
二
三
）、
學
才
を
認
め
ら
れ
て
細
川
藩
第
四
代
藩

主
細
川
宣
紀
（
一
六
七
六
｜
一
七
三
二
）
の
中
小
姓
と
な
る
が
、
翌
年
江
戸
に

上
り
、
昌
平
黌
で
林
鳳
岡
（
一
六
四
四
｜
一
七
三
二
）
に
師
事
し
た
。
昌
平
黌

で
は
「（
鳳
岡
）
先
生
、
其
（
玉
山
）
の
才
學
を
奇
愛
し
、
講

の
日
に
方
り
、

己
れ
疾
病
あ
れ
ば
、
玉
山
を
し
て
代
ら
し
む
」
九
）

ほ
ど
の
俊
才
で
あ
っ
た
。
ま
た

玉
山
は
、
詩
文
を
通
じ
て
、

園
一
門
（
徂
徠
學
派
）
と
も
深
く
交
流
し
、「
林

門
に
出
で
て
交
道
甚
だ
廣
く
、

園
の
徒
に
於
て
、
南
郭
、
仲
英
、
蘭
亭
、
鶴

臺
が
輩
と
尤
も

を
な
す
」
十
）

と
さ
れ
て
い
る
。

玉
山
の
學
風
に
つ
い
て
、時

の
助
敎
を

め
た
安
野
南
岳（
一
七
六
一
｜

一
八
二
九
）
と
い
う
儒
學
者
が
次
の
よ
う
な
談
話
を
残
し
て
い
る
。

玉
山
先
生
は
久
し
く
林
家
へ
行
て
居
ら
れ
候
。（
玉
山
先
生
の
）學
は
古
注

を
本
と
し
て
新
注
を
廢
せ
ず
と
云
ふ
學
な
り
。（
中
略
）林
家
の
學
は
新
注

と
雖
も
、
此
の
邊
の
學
と
は
異
な
り
、
先
ず
最
初
は
『
二
十
一
史
』
や
古

注
な
ど
を
見
て
、
力
づ
き
て
後
、
新
注
を
見
候
事
な
り
。
是
も
理
あ
る
こ

と
な
り
。
こ
の
邊
の
程
朱
學
は
、
た
だ
『
大
全
』
ば
か
り
を
讀
む
な
り
。

夫
れ
に
て
は
大
い
に
進
む
こ
と
は
成
り
難
し
十
一
）
。

こ
の
よ
う
に
玉
山
は
、
古
注
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
朱
子
の
新
注
を
排
除
し

な
い
、
自
由
で
包
括
的
な
學
風
に
よ
っ
て
子
弟
の
敎
育
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。

以
上
、
細
川
重
賢
と
秋
山
玉
山
の
敎
育

に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
重
賢
と

玉
山
が
若
い
こ
ろ
か
ら
徂
徠
學
派
の
文
人
と
交
流
を
も
ち
、
個
性
の
伸
張
を
肯

定
し
、
漢
詩
文
の
制
作
を
奬
勵
す
る
自
由
な
學
風
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
た
。

三

「
時

學
規
」
の
特
色

秋
山
玉
山
が
藩
校
時

の
學
則
と
し
て
漢
文
で
書
い
た
「
時

學
規
」

（
以
下
、「
學
規
」
と
略
）
の
各
條
文
を

討
し
、
そ
こ
に
見
え
る
思
想
的
特
色

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

な
お
今
日
傳
わ
る
「
學
規
」
に
は
十
三
條
と
十
七
條
の
二
種
が
あ
る
十
二
）
。
十

三
條
の
版
本
と
し
て
は
、『
資
料
』
三
（
二
〇
二
頁
｜
二
〇
四
頁
）
に
収

の
も

の
が
あ
り
、
十
七
條
の
版
本
と
し
て
は
、『
市
史
』
史
料
編
（
九
一
一
頁
｜
九
二

〇
頁
）
に
収

の
も
の
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、

の
便
宜
上
、
十
七
條
本
を

定
本
と
し
て
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
玉
山
は
、「
學
規
」の
注
釋
書
と
し
て
和
文
の「
時

學
規
科
條
大
意
」

（
以
下
、「
科
條
大
意
」
と
略
）
を
著
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
必

要
に
應
じ
て
採
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。「
科
條
大
意
」の
定
本
は
、『
資
料
』

三
（
二
〇
四
頁
｜
二
〇
九
頁
）
に
収

の
も
の
を
用
い
た
。

原
文
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
片
か
な
や
變
體
が
な
は
平
が
な
に
改
め
、
適

宜
段
落
を
設
け
て
、
句
讀
點
・
濁
點
・
括
弧
等
を
付
し
た
。
漢
文
は
、
は
じ
め

に
讀
み
下
し
文
を

げ
、
そ
の
後
に
原
文
を
付
し
た
。
字
體
は
、
舊
字
體
を
用

い
、
異
體
字
の
類
は
正
字
に
改
め
た
。

以
下
で
は
、「
學
規
」
の
中
か
ら
、（
一
）
學
業
課
程
の
大
綱
、（
二
）
學
生
の

成
績
評
價
及
び
罰
則
、（
三
）
成
績
優
秀
者
の
表
彰
と
「
知
行
世
減
の
法
」
に
關

す
る
特
色
的
な
條
文
を
採
り
上
げ
て

討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
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一
）
學
業
課
程
の
大
綱
を
定
め
た
規
定

は
じ
め
に
時

に
お
け
る
學
業
課
程
を
見
る
と
、
熊
本
藩
士
の
子
弟
は
、

十

前
後
よ
り
句
讀
齋
に
入
り
、
十
五
六

頃
ま
で
素
讀
を

い
、

せ
て

書
齋
に
お
い
て

字
を

う
。
素
讀
が
修
了
し
た
者
は
養
蒙
齋
に
入
り
、
さ
ら

に
學
力
が
進
む
と
年
齢
に
關
係
な
く
講
堂
へ
昇
級
し
た
。
優
秀
な
學
生
は
、
二

十

前
後
で
菁

齋
に
入
寮
を
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
は
各
自
の
能
力
と
好
む
と

こ
ろ
に
從
い
、
勉
學
す
る
こ
と
が
で
き
た
（『
資
料
』
三
、
二
一
〇
頁
｜
二
一
二

頁
參
照
）。

以
下
、
學
業
課
程
の
大
綱
に
つ
い
て
、
前
文（
藩
校
設
立
の
目
的
）、
第
一
條

（
句
讀
敎
授
法
）、
第
二
條
（
漢
文
敎
授
法
）、
第
三
條
（
經
書
講
義
法
）、
第
四

條
（

書
敎
授
法
）、
第
五
條
（
童
幼
指
導
法
）、
第
六
條
（『
孝
經
』
の
尊
重
）、

第
七
條
（
學
業
課
程
）、
第
九
條
（
諷
刺
論
文
の
會
）
の
各
條
文
を
採
り
上
げ
て

討
す
る
。

１

前
文
（
藩
校
設
立
の
目
的
）

前
文
の
冒
頭
に
は
藩
校
設
立
の
目
的
が
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

維
れ
寶

五
年
乙
亥
の
春
、
我
が
公
、
新
に
學

を
興
し
、
扁
に「
時

」

と
曰
ふ
。
國
の
子
弟
を
し
て
業
を
其
の
中
に

は
し
む
。（
中
略
）尊
經
堂

を
設
け
、
敎
授
及
び
訓
道
官
を
置
き
、
後
生
を
誘
掖
せ
し
む
。
典
籍
藏
す

る
有
り
。

饌
給
す
る
有
り
。
群
居
し
て
古
へ
を
稽
へ
、
相

て
善
く
す

「
藏ぞう
し
、
修おさ
め
、
息いこ
ひ
、
游あそ
び
」（『
禮
記
』
學
記
）、「

豫
あらかじめ

し
、
時とき
し
、

孫ゆずりし
、
摩みが
き
」（『
禮
記
』
學
記
）、
斯
に
絃げん
誦しようし
、
斯
に
揖ゆう
譲じようし
、
又
從

つ
て
斯
に
涵かん
泳えい
し
、
其
の
耳
目
を
し
て
、
異
物
に

る
る
も
遷
ら
ざ
し
む

る
は
、
人
倫
を
敦
く
し
英
才
を
育
て
、
國
の
用
に
供
す
る
所
以
な
り
。

（
維
寶
暦
五
年
乙
亥
春
、
我
公
、
新
興
學

、
扁
曰
「
時

」。
令
國
之
子

弟

業
於
其
中
。（
中
略
）
設
尊
經
堂
、
置
敎
授
及
訓
道
官
、
誘
掖
後
生
。

典
籍
有
藏
。

饌
有
給
。
群
居
稽
古
、
相

而
善
。「
藏
、
修
、
息
、
游
」、

「
予
、
時
、
孫
、
摩
」、
絃
誦
於
斯
、
揖
譲
於
斯
、
又
從
而
涵
泳
於
斯
、
使

其
耳
目
不

異
物
而
遷
焉
、
所
以
敦
人
倫
、
育
英
才
、
而
供
國
之
用
也
。）

前
文
に
は
「
人
倫
を
敦
く
し
英
才
を
育
て
、
國
の
用
に
供
す
る
」
と
あ
り
、

時

の
設
立
目
的
が
、
藩
に
役
立
つ
人
材
の
育
成
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
言
さ

れ
て
る
。
玉
山
は
、
開
校
に
先
立
つ
寶

四
年
（
一
七
五
五
）
十
二
月
に
「（
學

校
は
）人
材
鎔よう
鋳ちゆうの
所
に
て
候
へ
ば
、
生
徒
の
才
に
随
ひ
敎
育
勿
論
に
候
」（『
市

史
』
史
料
編
、
九
三
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
身
分
制
度
の
も
と
で
は
、
幕
府
や
藩
に
必
要
な
人
材
は
、
各
身

分
階
層
か
ら
身
分
に
應
じ
て
供
給
さ
れ
た
か
ら
、
新
た
な
人
材
を
育
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

念
は
乏
し
か
っ
た
。
從
來
の
藩
校
は
、
金
澤
藩
の
藩

校
明
倫
堂
が
「
四
民
敎
導
」
を

げ
て
い
た
よ
う
に
、
武
士
や
町
人
・
百
姓
の

風
俗
敎
化
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
反
し
て
時

は
。
明
確
に
藩
に
役

立
つ
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
に
特
色
が
あ

っ
た
十
三
）
。

さ
ら
に
前
文
は
、
時

に
お
け
る
敎
學
の
大
綱
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い

る
。

其
の
敎
へ
は
、
則
ち
「
文
・
行
・
忠
・
信
」、
其
の
書
は
、
則
ち
『
詩
』・

『
書
』・『
易
』・『
春
秋
』・『
三
禮
』、
其
の
事
は
、
則
ち
禮
・
楽
・
射
・
禦
・

書
・
數
な
り
。

（
其
敎
、
則
「
文
・
行
・
忠
・
信
」、
其
書
、
則
『
詩
』・『
書
』・『
易
』・『
春
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秋
』・『
三
禮
』、
其
事
、
則
禮
・
楽
・
射
・
禦
・
書
・
數
。）

「
文
・
行
・
忠
・
信
」
は
、『
論
語
』
述
而
篇
の
「
子
は
四
つ
を
以
て
敎
ふ
。

文
・
行
・
忠
・
信
」
を
引
く
。
朱
子
の
『
論
語
集
注
』
に
は
、「
程
子
曰
く
、『
人

を
敎
う
る
に
文
を
學
び
、
行
を
脩
め
て
、
忠
信
を
存
す
る
を
以
て
す
』
と
。
忠

信
は
本
な
り
」（
敎
人
以
學
文
、
脩
行
、
而
存
忠
信
也
。
忠
信
、
本
也
）と
あ
る
。

「
文
」
は
古
典
の
學

、「
行
」
は
德
の
實

、「
忠
」
は
誠
實
な
行
い
、「
信
」

は
人
を
欺
か
な
い
信
義
を
そ
れ
ぞ
れ
時

の
敎
え
の
基
本
に
す
え
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、
學
生
が
學
ぶ
べ
き
書
と
し
て
、『
詩
』・『
書
』・

『
易
』・『
春
秋
』・『
三
禮
』
の
五
經
を

げ
、
ま
た
修
め
る
べ
き
學
科
と
し
て
、

禮
・
楽
・
射
・
禦
・
書
・
數
の
六
藝
を

げ
る
。
玉
山
は
、
四
書
（『
大
學
』・

『
中
庸
』・『
論
語
』・『
孟
子
』）を

げ
て
い
な
い
の
で
、
徂
徠
學
派
と
同
じ
く
、

四
書
よ
り
も
五
經
を
重

し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

２

第
一
條
（
句
讀
敎
授
法
）

本
條
は
、
句
讀
の
敎
授
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

先
づ
『
孝
經
』・『
論
語
』
を
授
け
、
次
に
『
五
經
』
諸
書
に
及
ぶ
。
皆
須

く
謹
愼

受
す
べ
し
。
進
退
安
詳
に
し
て
、
劇
談
大
笑
、
旁

にかまびすし
く

有
る
こ
と
母
か
れ
。
讀
書
の
法
は
、
眼
到
る
を
要
し
、
口
到
る
を
要
し
、

心
到
る
を
要
す
。
亦
必
ず
遂すい
句く
遂すい
讀とう
、
語
音
朗
然
と
し
て
、
平ひよう
上じよう
去きよ
入にゆう、

四
聲
差
は
ず
、「
焉えん
・
哉さい
・
乎こ
・
也や
」
十
四
）

の
一
字
も
漏
ら
さ
ず
、
務
め
て
誦

に
躓
か
ざ
る
に
至
れ
ば
、
則
ち
名
づ
け
て
「
三
到
」
と
爲
す
。（
中
略
）
若

し
ご
い

含がん
糊こ
、
缺けん
伸しん
厭えん
倦けん
、
席
を
起
ち
堂
を
下
り
、
きよ

止し
草そう
率りつ
、
履り
せきらん

錯さく
す
る
者
に
は
罰
有
り
。
其
の
之
が
師
爲
る
者
も
、
亦
威
儀
を
整
飾
し
て
、

後
進
を
表
率
せ
ん
こ
と
を
須
要
と
す
。
し

位い
素そ
餐さん
し
て
、
因
り
て
怠
惰
を

生
ず
べ
か
ら
ず
。

（
先
授
『
孝
經
』・『
論
語
』、
次
及
「
五
經
」
諸
書
。
皆
須
謹
愼

受
。
進

退
安
詳
、
母
有
劇
談
大
笑
、

於
旁

。
讀
書
之
法
、
要
眼
到
、
要
口
到
、

要
心
到
。
亦
必
遂
句
遂
讀
、
語
音
朗
然
、
平
上
去
入
、
四
聲
不
差
、「
焉
・

哉
・
乎
・
也
」、
一
字
不
漏
、
務
至
於
背
誦
不
躓
、
則
名
爲
「
三
到
」
矣
。

（
中
略
）若
或

含
糊
、
缺
伸
厭
倦
、
起
席
下
堂
、

止
草
率
、
履

錯
者
、
有
罰
。
其
爲
之
師
者
、
亦
須
要
整
飾
威
儀
、
表
率
後
進
。
不
可

位
素
餐
、
因
生
怠
惰
。）

句
讀
の
授
業
は
、
は
じ
め
『
孝
經
』・『
論
語
』
か
ら
始
め
ら
れ
た
。「
科
條
大

意
」に
は「
十

前
後
よ
り
十
五
六

に
至
る
ま
で
の
子
弟
を
訓
ず
。『
孝
經
』・

『
論
』・『
孟
』・『
學
』・『
庸
』・『
五
經
』
及
び
『
唐
詩
類
』・『
文
選
』
に
限
る
」

（『
資
料
』
三
、
二
〇
五
頁
參
照
）
と
あ
る
。

句
讀
を
授
け
る
要
領
に
つ
い
て
、「
眼
到
る
を
要
し
、
口
到
る
を
要
し
、
心
到

る
を
要
す
」
を

げ
、「『
三
到
』
と
な
す
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
漢
文
を
正

確
に
背
誦
（
暗
誦
）
す
る
こ
と
の
有
用
性
を

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
朱
子
が

『
童どう
蒙もう
須す
知ち
』
で
述
べ
て
い
る
「
讀
書
に
三
到
有
り
。
心
到
、
眼
到
、
口
到
を
謂

ふ
」（
讀
書
有
三
到
。
謂
心
到
・
眼
到
・
口
到
）
を
ふ
ま
え
た
規
定
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
本
條
は
、
句
讀
生
に
對
し
て
、
ご
い

含がん
糊こ
（
不
明
瞭
な
發
聲
）・
缺けん
伸しん
厭えん

倦けん
（
欠
伸
な
ど
の
倦
怠
的
な
態
度
）・
勝
手
に
席
を
起
ち
、
敎
室
を
出
る
こ
と
・

きよ
止し
草そう
率りつ
（
粗
雑
な
振
る
舞
い
）・
履り
せきらん

錯さく
（
履
物
を

雑
に

ぎ
捨
て
る
）

等
の
行
爲
を
禁
じ
、
反
す
る
者
は
罰
す
る
と
定
め
て
い
た
。

さ
ら
に
句
讀
師
に
對
し
て
も
、
威
儀
を
正
し
て
、
後
進
の
模
範
と
な
る
べ
き
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で
あ
り
、
祿
を
食
み
な
が
ら
職
務
を
果
た
さ
な
い
「

位
素
餐
」（『
漢
書
』
楊

胡
朱

云
傳
）
十
五
）

を
戒
め
て
い
た
。

中
國
・
明
代
の
總
合
行
政
法
典
で
あ
る
『
明
會
典
』
十
六
）

國
子
監
（
以
下
、
萬

十
五
年
版
を
參
照
）
に
も
「

位
素
餐
、
因
り
て
怠
惰
す
る
べ
か
ら
ず
」（
不

可

位
素
餐
、
因
而
怠
惰
）
の
條
文
が
見
え
る
。

３

第
二
條
（
漢
文
敎
授
法
）

本
條
は
、
漢
文
の
敎
授
法
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

書
は
背
誦
を
須もち
ひ
、
誦
は
華
音
を
須もち
ふ
。
否
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
四
聲
明
ら

か
な
ら
ず
、
同
訓
相
混
じ
、
字
位
或
ひ
は
易
は
り
、
助
語
或
ひ
は

し
、

以
て
文
辭
の
用
に
供
す
る
に
足
ら
ざ
る
は
、
和
讀
の
陋
な
り
。
故
に
書
は

背
誦
を
必
し
、
誦
は
華
音
を
必
す
。
而
る
後
、
齊
・
楚
こ
こ
に
化
し
、
彼

此
一
な
り
。
是
れ
之
を
「
莊
嶽
の

に
處
く
」（『
孟
子
』

文
公
章
句
下
）

の
術
な
り
。

（
書
須
背
誦
、
誦
須
華
音
。
否
、
則
四
聲
不
明
、
同
訓
相
混
、
字
位
或
易
、

助
語
或

、
不
足
以
供
文
辭
之
用
、
和
讀
之
陋
也
。
故
書
必
背
誦
、
誦
必

華
音
。
而
後
、
齊
楚
化
焉
。
彼
此
一
焉
、
是
處
之
莊
嶽
之

之
術
也
。）

本
條
は
、
漢
語
で
書
か
れ
た
經
書
や
史
書
を
讀
む
に
は
、
訓
讀
（
日
本
語
で

讀
み
下
す
）
で
は
な
く
、
華
音
（
中
國
語
）
に
よ
る
暗
誦
を
必
要
と
し
た
。
ち

な
み
に
荻
生
徂
徠
は
、『
譯
文
筌
蹄
』
の
「
題
言
十
則
」
の
中
で
漢
文
を
和
訓
す

る
弊
害
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
方
の
學
者
、
方
言
を
以
て
書
を
讀
み
、
號
し
て
「
和
訓
」
と
曰
ふ
。
諸

を
訓

の
議
に
取
れ
り
。（
中
略
）但
だ
此
方
に
は
自
ら
此
方
の
言
語
あ
り
、

中
華
に
は
自
ら
中
華
の
言
語
有
り
。
體
質
本
よ
り
殊
な
り
、
何
に
由
り
て

ふん
合ごう
せ
ん
。
是
れ
を
以
て
和
訓
廻
環
の
讀
み
、
通
ず
べ
き
が
若
し
と
雖
も
、

實
は
牽

た
り
十
七
）
。

（
此
方
學
者
、
以
方
言
讀
書
、
號
曰
、「
和
訓
」。
取
諸
訓

之
議
。（
中
略
）

但
此
方
自
有
此
方
言
語
、
中
華
自
有
中
華
言
語
。
體
質
本
殊
、
由
何

合
。

是
以
和
訓
廻
環
讀
、
雖
若
可
通
、
實
那
爲
牽

。）

徂
徠
が
華
音
主
義
を
主
唱
し
た
理
由
は
、
彼
が
「
中
國
語
」
と
「
日
本
語
」

の
違
い
を
本
質
的
な
も
の
と
み
て
、
和
訓
に
よ
る
漢
文
讀
解
法
で
は
、
一
見
意

味
が
通
じ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
も
、原
典
の
意
味
内
容
を
無
理
に
こ
じ
つ
け
、

歪
め
る
こ
と
と
な
る
と
解
し
た
か
ら
で
あ
る
。
本
條
の
起
草
者
玉
山
も
徂
徠
と

同

の
見
解
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
玉
山
の
學
風
が
古
文
辭
派
の
影
響
を

く
受
け
て
い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
玉
山
は
、
華
音
の
導
入
に
關
し
て
、「
科
條
大
意
」で
次
の
よ
う
に

明

し
て
い
る
。

我
が
藩
、
幸
い
に
崎
陽
に
近
し
。
此
の
師
を
置
く
こ
と
難
か
ら
ず
。
延
喜

式
大
學
寮
に
漢
語
師
あ
り
十
八
）
。
故
に
今
こ
の
師
を
立
つ
。
未
だ
其
の
人
を

得
ざ
る
が
ゆ
え
に
、
ま
づ
姑
く
和
音
に
て
從
頭
直
下
背
誦
せ
し
む
。
庶
は

く
は
こ
れ
を
文
辭
を
措
く
に

誤
顚
倒
な
か
ら
ん
こ
と
を
。

日
か
な
ら

ず
譯
學
を
置
く
べ
し
。

熊
本
藩
は
、
西
國
諸
藩
と
と
も
に
崎
陽
（
長
崎
）
に
常
駐
の
役
所
を
設
置
し

て
い
た
。
そ
こ
か
ら
玉
山
は
、
長
崎
の
唐
通
詞
の
指
導
を
得
て
、
漢
語
師
（
中

國
語
敎
師
）
を
置
く
こ
と
を
企
圖
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
が

實

さ
れ
た
か
ど
う
か
の
記

は
未
詳
で
あ
り
、

な
る
提
言
に
止
ま
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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４

第
三
條
（
經
書
講
義
法
）

本
條
は
、講
堂
に
お
け
る
經
書
の
講
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

經
義
に
疎
通
せ
る
者
を

ん
で
、

月
三
と
八
の
日
を
以
て
、
尊
經
堂
に

於
い
て
講

す
。
必
ず
襟
を
斂
め
て
正
座
し
、
從
容
と
し
て
敎
諭
し
、
主

に
「
孝
・
弟
・
忠
・
信
」、「
師
を
隆
び
、
友
に
親
し
む
」
十
九
）

の

を
以
て

す
べ
し
。
務
め
は
、
紀
綱
秩
然
と
し
て
、
矜
式
と
爲
す
に
足
る
に
在
り
。

而
し
て
其
の
堂
に
赴
き
、
班
に
坐
す
る
者
は
、
少
長
必
ず
順
ひ
、
尊
卑
必

ず
序
す
。
亦
須
ら
く
誠
心

受
す
べ
し
。
傲
慢
喧けんかつ
に
し
て
、
禮
法
に
乖

く
こ
と
有
る
を
得
ず
。
違
ふ
者
に
は
罰
有
り
。

（

經
義
疎
通
者
、

月
以
三
八
日
、
講

於
尊
經
堂
。
必
須
斂
襟
正
座
、

從
容
敎
諭
、
主
以
「
孝
・
弟
・
忠
・
信
」、「
隆
師
、
親
友
」
之

。
務
、

在
紀
綱
秩
然
、
足
爲
矜
式
。
而
其
赴
堂
坐
班
者
、
少
長
必
順
、
尊
卑
必
序
。

亦
須
誠
心

受
。

得
傲
慢
喧

、
有
乖
禮
法
。
違
者
有
罰
。）

時

で
は
、
初
級
課
程
の
句
讀
齋
・

書
齋
か
ら
蒙
養
齋
を
經
て
、
さ
ら

に
學
力
が
進
む
と
年
齢
に
關
係
な
く
講
堂
へ
昇
級
で
き
た
が
、
そ
れ
に
必
要
な

學
力
と
し
て
は
、『
考
經
』・『
大
學
』・『
中
庸
』・『
論
語
』・『
孟
子
』
及
び
『
五

經
』
の
素
讀
を
修
得
し
、『
左
傳
』
を
獨
り
で
讀
み
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
經
文
の
意
味
内
容
を
多
少
は
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
と
さ
れ
て

い
た
（『
資
料
』
三
、
二
〇
二
頁
參
照
）。

ま
た
講
堂
に
お
け
る
講
義
内
容
に
つ
い
て
「
科
條
大
意
」
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

朝
五
つ
時
よ
り
始
む
。
尊
經
堂
に
於
い
て
す
。
即
ち

倫
二
十
）

堂
な
り
。
敎

授
之
を
主
る
。
事
故
あ
れ
ば
、
訓
導
官
こ
れ
に
代
る
。『
孝
經
』・『
論
孟
』、

『
詩
』・『
書
』
二
經
を
循
環
し
て
講

す
べ
し
。
朱
子
『
小
學
』・『
白
鹿
堂

學
規
』
の
類
も
時
あ
つ
て
有
る
べ
し
。

の
經
お
よ
び
『
學
庸
』
二
書
の

如
き
は
、
汎
く

衆
に
施
し
が
た
し
。
皆
會
讀
正
業
た
る
べ
し
。

時

で
は
、
上
記
の
講
義
が
行
わ
れ
る
講
堂
を
「
尊
經
堂
」
と

し
て
い

た
が
、
玉
山
が
そ
れ
を
「
即
ち

倫
堂
な
り
」
と
し
た
の
は
、
中
國
で
經
書
の

講
義
を
す
る
場
所
を
「

倫
堂
」
と

し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。『
明
會
典
』
に
も
「

倫
堂
に
て
日
に
直
し
、
禮
儀
を
整

點
し
、
班
次
を
序
立
す
」（
於

倫
堂
直
日
、
整
點
禮
儀
、
序
立
班
次
）と
の
條

規
が
見
え
る
。

５

第
四
條
（

書
敎
授
法
）

本
條
は
、

書
の
敎
授
法
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

筆
論
に
精
熟
せ
る
者
を

ん
で
、
蒙もう
穉ち
に
誨
ふ
る
に
把
筆
法
及
び
『
千

文
』・『
急
就
章
』
等
の
書
を
以
て
す
。
稍
長
ず
れ
ば
、
古
へ
の
名
法
帖
に

依
る
を
要
す
。

・
虞
・

・
柳
二
十
一
）
、
唯
だ
其
の
好
む
所
な
り
。

（
択
筆
論
精
熟
者
、
誨
蒙
穉
以
把
筆
法
及
『
千
文
』・『
急
就
章
』
等
書
。
稍

長
要
依
古
名
法
帖
。
欧
・
虞
・
顔
・
柳
、
唯
其
所
好
。）

書
齋
の
生
徒
は
、
句
讀
齋
と
同
じ
く
十

前
後
の
幼
少
年
を
對
象
と
し
た

こ
と
か
ら
、
授
業
を
受
け
る
際
の
態
度
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
定
め
を
置

い
て
い
た
。

務
め
て
机
案
の
整
齊
、
筆
硯
の
潔
淨
を
要
す
。（
中
略
）。
若
し
衣い
裾きよ
淋りん
漓り

と
し
て
、
窓
壁
塗
汚
し
、
狼
藉
を
致
す
者
有
ら
ば
究
治
す
。

（
務
要
机
案
整
斉
、
筆
硯
潔
浄
。（
中
略
）
若
或
衣
裾
淋
漓
、
窓
壁
塗
汚
、

有
致
狼
藉
者
、
究
治
。）
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こ
れ
は
悪
ふ
ざ
け
を
し
て
、
墨
で
衣
服
を
汚
し
、
窓
や
壁
を
汚
す
者
は
、
罰

す
る
と
の
規
定
で
あ
る
が
、
一
方
で
玉
山
は
、「
科
條
大
意
」
の
中
で
、「
然
れ

ど
も
童
子
の
性
は
游

を
好
む
。

ひ
て
責
罰
す
れ
ば
、（
中
略
）却
て
過
嚴
の

害
を
成
す
こ
と
あ
り
」
と
し
て
、
子
ど
も
を
「
束
縛
し
、
こ
れ
を
馳ち
驟しゆうす
る
こ

と
牛
馬
の
如
く
す
る
は
、『
菁

』（『
詩
』
小
雅
、
菁
菁

者
我
序
）
育
才
の
本

意
に
あ
ら
ず
」
と
述
べ
、
伸
び
伸
び
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
自
然
の
成
長
を
期

す
る
敎
育
方
法
を
提
唱
し
て
い
る
。

６

第
五
條
（
童
幼
指
導
法
）

本
條
は
、
童
幼
（
幼
少
年
）
に
對
す
る
指
導
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

善
き
容かたちの
者
を

ん
で
、
童
幼
に
訓
ふ
る
に
「
定
省
」
二
十
二
）
「

膳
」
二
十
三
）

及
び「
洒
掃
」「
應
對
」「
坐
立
」「
進
止
」
二
十
四
）

等
の
儀
を
以
て
す
。
皆
諄
々

然
と
し
て
遵
守
し
て
失
ふ
こ
と

れ
。「
幼
成
は
天
性
の
如
く
、

慣
は
自

然
の
若
し
。」（『
論
語
』子
張
篇
）、
即
ち
爲
學
の
基
は
、「
卑
き
よ
り
高
き

に
升
る
」（『
近
思

』
序
）
の
道
な
り
。

（

善
容
者
、
訓
童
幼
以
「
定
省
」「

膳
」
及
「
洒
掃
」「
應
對
」「
坐
立
」

「
進
止
」
等
之
儀
。
皆
諄
々
然
遵
守

失
焉
。「
幼
成
如
天
性
、

慣
若
自

然
」。
即
爲
學
之
基
、「
自
卑
升
高
」
之
道
也
。）

幼
少
年
に
對
す
る
學
科
の
敎
授
法
と
し
て
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
第
一

條
（
句
讀
敎
授
法
）
及
び
第
四
條
（

書
敎
授
法
）
が
あ
っ
た
。
本
條
は
、
幼

少
年
が
修
得
す
べ
き
德
行
と
し
て
、「
定
省
」（
子
が
親
に
よ
く
仕
え
る
こ
と
）、

「

膳
」（
子
が
親
に
供
す
る
食
事
を
疎
漏
の
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
）、「
洒

掃
」（
掃
除
）、「
應
對
」（
受
け
答
え
）、「
坐
立
」（
す
わ
っ
た
り
立
っ
た
り
す
る

動
作
）、「
進
止
」（
立
ち
居
振
る
舞
い
）を

げ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
德
行
も『
孝

經
』・『
論
語
』・『
大
學
』
等
の
儒
敎
經
典
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
『
科
條
大
意
』
は
、
幼
少
年
に
こ
れ
ら
の
德
行
を
敎
え
る
際
に
留
意
す

べ
き
點
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

木
を
植
え
る
者
は
、
十
年
の
後
に
利
あ
り
。
德
を
種
え
る
者
は
、
百
年
の

後
に
利
あ
り
。
士
を
誨おし
へ
る
亦
爾
り
。
已
上
の
如
く
お
し
へ
成
さ
ば
、
二

三
十
年
の
後
に
成
立
し
て
風
俗
一
變
、
人
倫
始
め
て
明
ら
か
に
し
て
、
國

用
に
供
す
る
に
足
ら
ん
。（
中
略
）も
し
氣
短
に
し
て
旦
夕
に
效
を
求
め
ん

と
せ
ば
、
久
し
か
ら
ず
し
て

れ
な
ん
。
深
謀
遠
慮
し
て
、
小
利
を
見
る

こ
と
無
く
ん
ば
、
國
家
幸
甚
な
り
。

以
上
か
ら
は
、人
材
の
育
成
に
は
、幼
少
年
の
頃
か
ら
の
長
期
的
展
望
に
立
っ

た
敎
育
が
必
要
で
あ
る
と
の
玉
山
の
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。

７

第
六
條
（『
孝
經
』
の
尊
重
）

本
條
は
、『
孝
經
』
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

一
た
び
孝
立
た
ば
、
百
行
之
に
從
は
ん
。
故
に
吾
が
東
邦
の
孝
謙
天

皇
二
十
五
）
、
天
平
寶
宇
元
年
四
月
、
天
下
に
詔
し
て
、『
孝
經
』一
本
を
家
藏

せ
し
む
。
後
漢
光
武
二
十
六
）

の
時
、
學
官
を
建
て
、
孝
經
師
一
人
を
置
く
。

亦
皆
「
本
を
務
む
る
」
の
義
、
敎
へ
を
愼
し
む
こ
と
の
由
り
て
立
つ
所
な

り
。
因
つ
て
童
子
を
し
て
先
づ
『
孝
經
』
を
受
け
せ
し
む
。
朝
に
繙ひもとき
暮

に
繹たず
ね
、「
斯
に
從
事
し
」（『
論
語
』
泰
伯
篇
）
以
て
學
問
の
本
領
と
爲
さ

ば
、
則
ち
邪
辟
の
心
、
よ
り
て
入
る
莫
く
し
て
、
培
養
の
道
成
ら
ん
。

（
一
孝
立
焉
、
百
行
從
之
。
故
吾
東
邦
孝
謙
天
皇
、
天
平
寶
宇
元
年
四
月
、

詔
天
下
家
藏
『
孝
敎
』
一
本
。
後
漢
光
武
時
、
建
學
官
、
置
孝
經
師
一
人
。

亦
皆
「
務
本
」
之
義
、
愼
敎
之
所
由
立
也
。
因
令
童
子
先
受
孝
經
。
朝
繙
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暮
繹
、「
從
事
於
斯
」、
以
爲
學
問
本
領
、
則
邪
辟
之
心
、
莫
自
而
入
、
而

培
養
之
道
成
矣
。）

本
條
に
お
い
て
玉
山
は
、『
孝
經
』が
儒
家
の
經
典
と
し
て
古
く
か
ら
尊
重
さ

れ
て
き
た

史
を
振
り
返
り
、『
孝
經
』を
敎
學
の
基
本
に
置
く
こ
と
を
明
言
し

た
。
時

の
開
校
式
で
は
、
藩
主
臨
席
の
も
と
で
、
自
ら
『
孝
經
』
の
講
義

を
行
っ
て
い
る
。

８

第
七
條
（
學
業
の
課
程
）

本
條
で
は
、
時

に
お
け
る
學
業
の
課
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

學
業
は
須
く
嚴
に
課
程
を
立
つ
る
こ
と
を
要
す
べ
し
。『
孝
經
』・『
論
語
』

一
科
、『
易
』・『
書
』・『
詩
』
一
科
、『
春
秋
』
三
傳
一
科
、『
周
禮
』・『
二

戴
記
』
一
科
、
こ
れ
正
業
と
爲
す
。
古
義
を
主
と
す
と
雖
も
、
新
注
を
廢

せ
ず
、
彼
此
を
參
考
し
、
必
ず
至
當
に

し
て
止
む
。

（
學
業
須
要
嚴
立
課
程
。『
孝
經
』・『
論
語
』
一
科
、『
易
』・『
書
』・『
詩
』

一
科
、『
春
秋
三
傳
』
一
科
、『
周
禮
』・『
二
戴
記
』
一
科
、
是
爲
正
業
。

雖
主
古
義
、
不
廢
新
注
。
彼
此
參
考
、
必

至
當
而
止
。）

本
條
は
、
古
注
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
朱
子
の
新
注
を
排
除
し
な
い
、
両
方

を
參
照
し
て
、
正
し
い
解
釈
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
自
由
で
包
括
的
な

時

の
學
風
を
も
っ
と
も
よ
く
表
し
た
規
定
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
本
條
は
、
學
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

毎

輪
會
し
、
終
は
り
て
復
た
始
む
。
宜
し
く
循
環
の
如
く
す
べ
し
。
而

し
て
其
の
業
を
執
る
や
、
會
講
有
り
、
復
講
有
り
、
背
誦
有
り
、
獨
看
有

り
。
會
講
は
其
の
討
論
を
致
し
、
復
講
は
其
の
厭
飫
え
ん
よ

を
致
し
、
背
誦
は
其

のしよう
洽こう
を
致
し
、
獨
看
は
其
の
靜
一
を
致
す
。
皆
一
科
な
り
。

會
必
ず

訓
導
一
人
有
り
て
、
後
生
を
誘
進
し
、
工
課
を
催
督
し
、
日
夕
更
番
し
て
、

缺
無
か
ら
し
む
。

（

輪
會
、
終
而
復
始
。
宜
如
循
環
。
而
其
執
業
也
、
有
會
講
、
有
復
講
、

有
背
誦
、
有
獨
看
。
會
講
致
其
討
論
、
復
講
致
其
厭
飫
、
背
誦
致
其

洽
、

獨
看
致
其
靜
一
。
皆
一
科
也
。

會
必
有
訓
導
一
人
、
誘
進
後
生
、
催
督

工
課
、
日
夕
更
番
、
令
無

缺
。）

こ
こ
で
は
、
學
業
が
講
釋
だ
け
に
固
定
化
さ
れ
る
こ
と
を
排
し
、
會
講
・
復

講
・
背
誦
・
獨
看
と
い
う
多

な
學

形
態
が
循
環
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
企

圖
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
參
加
者
同
士
の
對
等
・
自
由
な
討
論
を
本
旨
と
す
る

會
講
（
會
讀
）
は
、
江
戸
時
代
の
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
初
め
に
か
け
て

登
場
し
た
儒
學
の
學

方
法
の
一
つ
で
あ
る
が
、
時

の
開
校
に
先
立
つ
寶

四
年
（
一
七
五
四
）
十
二
月
、
長
岡
總
敎
（
學
長
）
の
名
で
出
さ
れ
た
達
文

の
一
節
に
「
成
人
の
輩
、
會
讀
等
に
罷
り
出
候
義
は
、
儒
官
門
人
の
外
た
り
と

も
勝
手
次
第
、
前
以
て
儒
官
の
内
へ
申
し
入
る
べ
き
事
」（『
資
料
』
三
、
一
九

七
頁
參
照
）
と
あ
る
よ
う
に
、
時

は
會
讀
を
藩
校
敎
育
の
な
か
に
採
用
し

た
先

と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
本
條
は
、
經
學
以
外
の
學
問
の
必
要
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め

て
い
る
。

然
る
後
旁
ら
史
・
子
・
百
家
に
及
ぶ
。
凡
そ

代
の
治

、
地
理
の
沿
革
、

文
物
制
度
、

律
書
算
も
亦
皆

し
て
遺
す
無
し
。
古
へ
に
通
じ
、
今

に
達
し
、
短
を

て
長
を
取
ら
ば
、「
博
く
し
て
要
寡
し
」（『
史
記
』太
史

公
自
序
）
の
謗
り
を
免
る
る
に
庶
か
し
。

然
後
旁
及
史
・
子
・
百
家
、
凡

代
治

、
地
理
沿
革
、
文
物
制
度
、
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律
書
算
、
亦
皆

無
遺
。
通
古
達
今
、

短
取
長
、
庶
免「
博
而
寡
要
」

之
譏
焉
。）

「
科
條
大
意
」
に
も
「
旁
業
の
内
、
三
史
・
五
子
等
は
、
會
讀
准
經
な
り
。
六

經
み
な
史
な
り
。
史
學
疏
な
れ
ば
、
經
學
密
な
る
こ
と
能
は
ず
。（
中
略
）

史

諸
子
み
な
六
經
の
羽
翼
な
り
」
と
あ
り
、
經
書
と
同

に
史
學
の
敎
訓
性
を
重

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
本
條
で
は
、毎
月
の
會
講
等
の
期
日
が
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。

初
一
日
やすみ、

初
二
日
會
講
、
初
三
日

經
、
初
四
日
背
書
、
初
五
日
初
六

日
復
講
、
初
七
日
背
書
、
初
八
日

經
、
初
九
日
初
十
日
背
書

十
一
日
會
講
、
十
二
日
復
講
、
十
三
日

經
﹇
講
後
言
詩
﹈

十
四
日
背
書
、
十
五
日
やすみ、

十
六
日
會
講
、
十
七
日
背
書
、
十
八
日

經

十
九
日
復
講
、
二
十
日
背
書
、
二
十
一
日
會
講
、
二
十
二
日
背
書

二
十
三
日

經
、
二
十
四
日
復
講
、
二
十
五
日
會
講
、
二
十
六
日
背
書

二
十
七
日
復
講
、
二
十
八
日

經
﹇
講
後
論
文
﹈、
二
十
九
日
背
書

三
十
日
考
課

以
上
か
ら
は
、
月
の
初
日
と
十
五
日
を
休
日
に
は
さ
み
、
他
の
日
は
會
講
・

經
・
背
書
・
復
講
を
循
環
的
に
行
い
、
三
十
日
に
は
試

を
實
施
す
る
と
い

う
課
程
が
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、『
明
會
典
』に
も
、
次
の
よ
う

な
規
定
が
存
在
し
て
い
る
。

初
一
日

、
初
二
日
初
三
日
會
講
、
初
四
日
背
書
、
初
五
日
初
六
日
復
講

初
七
日
背
書
、
初
八
日
會
講
、
初
九
日
初
十
日
背
書
、
十
一
日
復
講

十
二
日
十
三
日
背
書
、
十
四
日
會
講
、
十
五
日

、
十
六
日
十
七
日
背
書

十
八
日
復
講
、
十
九
日
二
十
日
背
書
、
二
十
一
日
會
講

二
十
二
日
二
十
三
日
背
書
、
二
十
四
日
復
講
、
二
十
五
日
會
講

二
十
六
日
背
書
、
二
十
七
日
二
十
八
日
復
講
、
二
十
九
日
背
書

三
十
日
復
講

こ
れ
を
見
る
と
、
學
業
の
期
日
を
立
て
る
に
あ
た
り
、『
明
會
典
』の
條
文
を

參
考
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

９

第
九
條
（
詩
文
の
會
）

本
條
は
、
詩
を
學
ぶ
こ
と
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

詩
は
「
心
の
聲
」
な
り
。
物
に
感
ず
る
に
足
る
。
文
道
の
輿くるまな
り
。
諸
れ

を
遠
く
に
行や
る
べ
し
。「
興
・

・
群
・
怨
」
の
用
、「
經
國
不
朽
の
典
」

は
、
斯
の
二
者
に
非
ざ
る
も
の
は
、
君
子
の
業
、
將
に
何
を
以
て
か
後
世

に
傳
へ
ん
や
。「
游
夏
の
徒
」と
雖
も
、
蓋
し
亦
學
び
て
後
、
之
を
善
く
す
。

況
ん
や
後
世
を
や
。
諷
詩
論
文
の
會
を
立
つ
。

（
詩
「
心
聲
」
也
。
足
感
於
物
。
文
道
輿
也
。
可
行
諸
遠
。「
興
・

・
群
・

怨
」
之
用
、「
經
國
不
朽
之
典
」、
非
斯
二
者
、
君
子
之
業
、
將
何
以
傳
後

世
哉
。
雖「
游
夏
之
徒
」、
蓋
亦
學
焉
而
後
善
之
。
況
後
世
乎
。
立
諷
詩
論

文
之
會
。）

こ
の
條
文
を
う
け
て
「
科
條
大
意
」
は
、
詩
文
敎
授
の
方
法
を
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

月
十
三
日
詩
會
な
り
。
宿
題
は
律

各
一
首
に
、
即
題
は
分
韻
限
字
な

り
。
古
詩
歌か
行こう
は
、
た
ま
た
ま
有
る
べ
し
。

月
二
十
八
日
文
會
な
り
。

先
生

潤
批
評
の

は
、
諸
生
に
命
じ
て
詩
を
賦
し
、
或
は
古
文
を
譯
せ

し
む
。
翌
月
の
詩
文
即
日
出
題
す
。
題だい
牌はい
あ
り
。
壁
上
に
掛か
在ざい
す
。
諸
生

お
の
お
の
來
見
る
べ
し
。
告
報
す
る
こ
と
を
要
せ
ず
。
其
詩
文
み
な
來
呈
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し
て
政
を
乞
ふ
べ
し
。
傲
慢
無
禮
な
る
こ
と
を
要
せ
ず
。
も
し
詩
文
成
ら

ざ
る
も
の
は
名
牌
を
反かえ
し
掛
く
。
詩
文
即
日
成
ら
ざ
る
も
の
は
「
集
中
」

に
加
ふ
る
こ
と
を
得
ず
。
詩
文
成

の
後
に
國
子
總
敎
に
達
す
。
點

お

わ
つ
て
公

に
供
す
。
俗
人
の
敢
て
窺
ふ
こ
と
を
許
さ
ず
。
永
く

中
に

藏
め
て
永
々
に
傳
示
す
。
散
逸
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
。
又
稿
を
私
し
て
不

藏
な
る
こ
と
勿
れ
。
郊
外
の
民
生
し
ば
し
ば
來
往
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
も

の
は
、
豫
め
友
生
に
托
し
て
、
題
を
乞
ひ
政
を
乞
ふ
べ
し
。
其
お
く
れ
て

呈
す
る
者
は
「
集
中
」
に
載
す
る
こ
と
な
し
。

玉
山
は
「
詩
文
を
以
て
一
時
に
冠かんべん
（
第
一
等
）
た
り
、
ま
た
工たくみに
字
を
作

り
、
短
章
片
墨
と
雖
も
、
人
の
爲
に
傳
へ
ら
る
」
二
十
七
）

と
さ
れ
た
ほ
ど
、
詩
文
を

も
っ
て
世
に
知
ら
れ
た
人
で
あ
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
詩
文
を
通
じ
て
、

園
一
門
（
徂
徠
學
派
）
と
も
深
く
交
流
し
た
。
本
條
は
、
こ
の
よ
う
な
玉
山
の

經
験
を
ふ
ま
え
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
）
學
生
の
成
績
評
價
及
び
罰
則
に
關
す
る
條
文

こ
こ
で
は
、
學
生
の
成
績
評
價
を
定
め
た
第
八
條（
考
課
の
法
）、
罰
則
を
定

め
た
第
十
條（
集

簿
）、
學
生
の
出
欠
や
點
數
を
記

す
る
簿

に
つ
い
て
定

め
た
第
十
一
條
（
通
知
簿
）・
第
十
二
條
（
勘
考
簿
）・
第
十
三
條
（
講
誦
簿
）

の
各
條
文
を

討
す
る
。

１

第
八
條
（
考
課
の
法
）

本
條
は
、
考
課
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
定
め
た
條
文
で
あ
る
。
は

じ
め
に
考
課
を
行
う
目
的
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

『
記
』
に
曰
く
、「
比
年
に
學
に
入
り
、
年
を
中
て
て
考
校
し
、
一
年
に
し

て
經
を
離
ち
、
志
を
辨
ず
る
を

る
。
三
年
、
業
を
敬
し
、
群
を

し
む

を

る
。
五
年
、
博
く

ひ
、
師
に
親
し
む
を

る
。
七
年
、
學
を
論
じ
、

友
を
取
る
を

る
。
之
を
小
成
と
謂
ふ
。
九
年
、
類
を
知
り
て
通
達
し
、

立
し
て
反
せ
ず
。
之
を
大
成
と
謂
ふ
」
と
。
蓋
し
考
へ
ず

ざ
れ
ば
、

將
に
怠
り
て
玩
ば
ん
と
す
。
玩
べ
は
斯
ち
弛
み
、
弛
め
ば
斯
ち
厭
ひ
、
厭

へ
ば
斯
ち
廢
し
、
廢
せ
ば
斯
ち
落
ち
ん
。
豈
能
く
殖
う
る
有
ら
ん
や
。
是

れ
學
の
大
患
な
り
。
故
に
日
に
省
り
み
、
月
に
考
へ
、
時
に
試
し
、

に

課
し
、
其
の
藝
業
を
等
り
て
之
を
進
退
す
る
は
、

惰
を
督
し
、
作

を

験
す
る
所
以
な
り
。

（『
記
』曰
、「
比
年
入
學
、
中
年
考
校
、
一
年

離
經
辨
志
。
三
年

敬
業

群
。
五
年

博

親
師
。
七
年

論
學
取
友
、
謂
之
小
成
。
九
年
知
類

通
達
、

立
而
不
反
、
謂
之
大
成
。」蓋
不
考
不

、
將
怠
而
玩
。
玩
斯
弛
、

弛
斯
厭
、
厭
斯
廢
、
廢
斯
落
。
豈
能
有
殖
乎
、
是
學
之
大
患
也
。
故
日
省

月
考
。
時
試

課
。
等
其
藝
業
而
進
退
之
。
所
以
督

惰
験
作

也
。）

『
記
』
は
『
禮
記
』
を
い
う
。『
禮
記
』
は
、
漢
の
戴
聖
が
中
國
の
周
か
ら
秦
・

漢
代
に
か
け
て
儒
學
者
の
禮
に
關
す
る
記

を
編
纂
し
た
書
物
で
あ
る
。
そ
の

う
ち『
禮
記
』學
記
篇
は
、
學
問
の
在
り
方
を
論
じ
て
い
る
。
本
條
は
、『
禮
記
』

學
記
篇
の
一
節
を
引
い
て
、
一
年
、
三
年
、
五
年
、
七
年
、
九
年
と
い
う
修
業

年
數
に
応
じ
た
到
達
目
標
を
定
め
、
そ
の
達
成
度
を
計
る
手
段
が
試
験
を
行
う

目
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
試
験
の
結
果
、
不
合
格
と
な
っ
た
學
生
に
對
す
る
措
置
は
、
次
の
よ

う
で
あ
っ
た
。

古
へ
は
三
年
に
し
て
一
經
に
通
ず
。
其
の
通
ぜ
ざ
る
者
は
、
學
を
移
し
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を
易
へ
、
以
て
變
有
る
を

る
は
、
之
を
俟
つ
の
道
な
り
。
九
年
に
至
り

て
も
業
成
ら
ざ
る
者
は
、
罷
め

ら
し
む
。
年
限
を
過
ぐ
と
雖
も
、
才わず
か

に
成
立
に
近
き
者
は
、
又
學
に
留
ま
り
業
を
卒
ふ
る
を
聴
す
。

（
古
三
年
通
一
經
、
其
不
通
者
、
移
學
易

。
以

有
變
。
俟
之
之
道
也
。

至
九
年
業
不
成
者
、
罷

、
雖
過
年
限
。
才
近
成
立
者
、
又
聴
留
學
卒
業
。）

こ
の
よ
う
に
時

で
は
、
成
績
不
振
の
原
因
を
一
方
的
に
學
生
の
責
任
と

は
せ
ず
、「
學
を
移
し

を
易
へ
」、
三
年

を
一
年
限
と
し
て
、
新
た
な
環
境

の
も
と
で
や
り
直
す
機
會
を
都
合
九
年

も
与
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
寛
容
な

制
度
を
取
り
入
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
玉
山
は
、「
科
條
大
意
」の
中
で
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

學
問
の
法
は
群
を

し
み
、
業
を
敬
す
る
に
あ
り
。
故
に
優
游
漸
磨
し
て

日
に
將
み
、
月
に
就
り
、
覺
へ
ず
變
化
せ
ん
こ
と
を
要
す
。
も
し
責
む
る

に
旦
夕
の
效
を
以
て
せ
ば
、
助
長
の
病
を
生
じ
、
大
い
に
敎
へ
を
害
す
べ

し
。
た
だ
群
書
を
蓄
へ
、
そ
の
中
に
と

魚ぎよ
の
群
を
成
し
他
物
を
嗜
む
こ
と

を
知
ら
ず
。
涵
泳
舞
踏
し
て
自
然
に
道
に
進
ま
ん
こ
と
を
要
す
。
こ
れ
禮

の
遺
意
な
り
。

玉
山
は
、
學
問
の
本
質
は
『
禮
記
』
に
あ
る
「
敬
業

群
」（
學
業
を
尊
び
、

學
友
と
の
交
際
を
楽
し
む
）
に
あ
る
と
解
し
て
い
た
。
そ
し
て
學
生
に
對
し
て

も
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
心
で
、
深
く
味
わ
い
な
が
ら
自
己
を
磨
き
つ
つ
、
日
進

月
歩
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
學
生
一
人
一
人
の

個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
そ
の
能
力
の
伸
長
を
圖
る
と
い
う
玉
山
の
學
問

・

敎
育

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
藩
主
重
賢
の
「
若
き
者
共
を
導
き
く

れ
る
に
は
、一
所
に
橋
を
か
け
ぬ
よ
う
に
し
て
向
こ
う
の
河
岸
に
渡
し
く
れ
よ
」

（
前
出
『
銀
臺
拾
遺
』）
と
の
言
葉
を
ふ
ま
え
た
敎
育
方
針
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。以

上
の
よ
う
な
敎
育
思
想
に
裏
付
け
ら
れ
て
、
時

に
お
け
る
柔
軟
か
つ

寛
容
な
敎
育
方
針
が
定
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

２

第
十
條
（
集しゆうけん
簿ぼ
）

本
條
は
、
學
生
に
對
す
る
罰
則
の
在
り
方
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

凡
そ
各
齋
は
、
務
め
て
整
飾
な
ら
令
め
、
常
に
潔
淨
を
加
え
、
几
席
從

し
、
書しよちつらん
抽ちゆうし
、
烟えん
器き
茶さ
おう

、
敢
て
紛ふんじゆうを
致
す
者
を
許
さ
ず
。
又
異

色
閑

の
人
等
は
、ちよう
入にゆうす
る
を
許
さ
ず
。
若
し
其
れ

に
在
る
生
員
に

し
て
、
學
規
に
遵
は
ず
、
禮
法
に
乖

し
、
敢
て
毀
汚
作

す
る
者
有
れ

ば
、
責
有
り
。
初
犯
は
記

し
、
再
犯
は
密
か
に
繩じようけん
廳ちようよ
り
究
治
す
。

猶
悛
め
ざ
る
者
は
、
同
人
「
鼓
を
鳴
ら
し
之
を
攻
め
」（『
論
語
』
先
進

篇
）、
即
時
放
遺
し
て
、
永
く
「
君
子
の
林
」（『
漢
書
』
司
馬
遷
傳
）
に

せ
ず
。
古
へ「
榎
楚
の
二
物
は
、
以
て
其
の
威
を
收
め
」（『
禮
記
』學
記
）、

後
世
は
竹ちく
ひ
二
十
八
）

を
用
ひ
て
、
三
下
若
し
く
は
五
下
若
し
く
は
十
下
を
決

す
。
罪
の

重
に
從
ひ
必
ず
し
も
執
泥
せ
ず
し
て
可
な
り
。

（
凡
各
齋
、
務
令
整
飾
。
常
加
潔
淨
、
不
許
几
席
從

、
書

抽
、
烟
器

茶

、
敢
致
紛

者
。
又
異
色
閑

人
等
、
不
許

入
。
若
其
在

生
員
、

不
遵
學
規
、
乖

禮
法
、
敢
有
毀
汗
作

者
、
有
責
。
初
犯
記

、
再
犯

密
從
繩

廳
究
治
。

猶
不
悛
者
、
同
人「
鳴
鼓
攻
之
」、
即
時
放
遺
、
永

不

「
君
子
之
林
。」
古
者
「
榎
楚
二
物
、
以
收
其
威
」、
後
世
用
竹

、

決
三
下
若
五
下
若
十
下
。
從
罪

重
。
不
必
執
泥
可
也
。）

本
條
は
、
學
生
に
敎
室
内
の
整
理
整
頓
と
淸
潔
の
維
持
を
求
め
、
部
外
者
の
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立
ち
入
り
を
禁
止
し
、
違
反
者
に
對
す
る
處
罰
の
在
り
方
を
定
め
た
規
定
で
あ

る
が
、『
明
會
典
』に
は
同

な
内
容
を
定
め
た
次
の
よ
う
な
規
定
が
存
在
し
て

い
る
。堂

宇
宿
舎
は
、
各
々
整
飭
を
俱
ふ
。
什
物
を
應
用
し
、
皆
已
に
備
具
し
、

務
め
て
常
に
潔
淨
を
加
ふ
る
在
り
。

人
等
は
、

入
す
る
を
許
さ
ず
。

其
の
學
に
在
る
人
員
、
敢
へ
て
毀
汚
作

す
る
者
有
れ
ば
、
繩

廳
よ
り

糺
察
懲
治
す
。

（
堂
宇
宿
舎
、
倶
各
整
飭
、
應
用
什
物
、
皆
已
備
具
、
務
在
常
加
潔
淨
。

人
等
、
不
許

入
。
其
在
學
人
員
、
敢
有
毀

作

者
、
從
繩

廳
糾

察
懲
治
。）

「
繩

廳
」
と
は
『
周
書
』
冏けい
命めい
に
「
監
丞
は
繩

廳
を
掌
る
」
と
あ
る
よ
う

に
、
中
國
古
代
か
ら
の
機
構
名
の
一
つ
で
、
明
・
淸
代
に
お
い
て
は
、
學
生
の

惰
を
監
察
し
た
部
署
で
あ
る
。
國
子
監
に
設
け
ら
れ
た
監
丞
が
掌
理
し
て
い

た
。ま

た
「
集

簿
」
と
は
、
學
生
の
違
反
行
爲
を
記

す
る
帳
簿
で
あ
る
が
、

『
明
會
典
』
に
は
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
。

監
丞
に
「
集

」
一
本
を
置
立
し
、
各
堂
の
生
員
、
凡
そ
學
規
に
遵
は

ざ
る
有
れ
ば
、
す
な
は
ち
究
治
す
。
仍
て
將
に
犯
す
所
を
、
文

に
附
寫

し
、
以
て
通
考
に
憑
る
。
初
犯
は
紀

し
、
再
犯
は
竹

五
下
を
決
し
、

三
犯
は
竹

十
下
を
決
す
。

（
監
丞
置
立
集

一
本
。
各
堂
生
員
、
凡
有
不
遵
學
規
、
即
便
究
治
、
仍

將
所
犯
附
寫
文

、
以
憑
通
考
。
初
犯
、
紀

。
再
犯
、
決
竹

五
下
。

三
犯
、
決
竹

十
下
。
四
犯
、
照
依
前
例
、
發
遣
安
置
。）

以
上
か
ら
玉
山
は
、
本
條
を
起
草
す
る
に
際
し
て
、『
明
會
典
』の
制
度
を
參

考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
違
反
者
に
對
す
る
罰
則
に
つ
い
て
は
、『
科
條
大

意
』
の
中
で
「
明
の
制
は
竹
箆
痛
決
な
り
。
然
れ
ど
も
彼
此
俗
を
殊
に
し
、
古

今
宜
し
き
を
異
に
す
る
が
故
に
、
今
必
ず
し
も
拘
泥
せ
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。

竹
箆
痛
決
と
は
、
竹
で
掌
な
ど
を
打
つ
行
爲
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
玉
山
が
體
罰

に
對
し
て
否
定
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
と
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
四
條
（

書
敎
授
法
）
の
童
子
に
對
す
る
指
導
方
法
の

中
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
改
悛
の
情
が
認
め
ら
れ
な
い
者
に
對
す
る
重
い
制
裁
と
し
て
、
玉
山

が

げ
て
い
る
「
鳴
鼓
攻
之
」
は
、
集
團
で
激
し
く
詰
問
す
る
こ
と
、「
不

君

子
之
林
」
は
、
そ
の
人

を
社
會
的
に
排
除
す
る
「

交
」
を
意
味
し
、
見
方

に
よ
っ
て
は
、
體
罰
以
上
に
重
い
制
裁
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
敎
育
學
者
の
多
田
建
次
に
よ
れ
ば
、
熊
本
藩
に
は
藩
士
子
弟
の
文
武

上
達
の
た
め
、
城
下
の
各
地
區
ご
と
に

黨
・

黨
連
・
連
な
ど
ど
呼
ば
れ
た

靑
少
年
の
集
團
が
存
在
し
、
仲

の
「
申
合
」
を
破
っ
た
者
に
は
、
そ
の
程
度

に
應
じ
て
、「
訊
問
」
か
ら
「

交
」
に
い
た
る
制
裁
が
加
え
ら
れ
た
。
と
く
に

仲

か
ら

交
を
申
し
渡
さ
れ
た
者
は
、
社
會
的
廢
人
た
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
ま
た
連
は
排
他
性
が

く
、
些
細
な
こ
と
か
ら
し
ば
し
ば
他
の
連
と

の

い
に
發
展
し
た
。

い
の
裁
決
は
、
時

の
敎
官
に
委
ね
ら
れ
、
罰
則

に
は

内
留
置
・
自
宅
謹
愼
・
面
會
禁
止
な
ど
が
あ
り
、
相
手
を
傷
害
し
て
も

厳
罰
は
受
け
な
か
っ
た
が
、
抜
刀
す
れ
ば
理
由
の
如
何
に
よ
ら
ず
切
腹
を
命
じ

ら
れ
た
と
い
う
二
十
九
）
。

幕
末
の
思
想
家
横
井
小
楠
（
一
八
〇
九
｜
一
八
六
九
）
は
、
時

の
居
寮
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長
時
代
に
著
し
た
『
戊
戌
雑
志
』（
天
保
九
年
）
と
い
う
随
想

の
中
で
、
少
年

同
士
の
刃
傷
事
件
に
關
し
て
次
の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

五
月
念
一
日
、
崎
村
某
は
竹
居
某
を
刃き
り
て
死ころ
す
。
是
よ
り
先
、
辛
卯
の

に
井
澤
某
の
事
有
り
。
皆
そう

角かく
の
童
子
、
紛

を
以
て
殺
刃
に
及
ぶ
。

或
ひ
と
云
ふ
、「
我
が
藩
、
士
気
の
盛
ん
に
し
て
、
童
子
す
ら
尚
ほ
窘きん
辱
じよく

を
受
け
ず
、
他
の
能
く
及
ぶ
所
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
吾
は
則
ち
然
り
と

は
謂
は
ず
。
是
れ
節
に
苦
し
む
な
り
、
節
を
尚
ぶ
に
は
非
ざ
る
な
り
三
十
）
。

（
五
月
念
一
日
、
崎
村
某
刃
竹
武
居
某
死
。
先
是
辛
卯

、
有
井
澤
某
事
。

皆

角
童
子
、
以
紛

及
殺
刃
。
或
云
、「
我
藩
、
士
気
之
盛
、
童
子
尚
不

受
窘
辱
。
非
他
之
所
能
及
也
。」吾
則
不
謂
然
。
是
苦
節
也
。
非
尚
節
也
。）

小
楠
は
、
こ
の
よ
う
な
事
件
の
續
發
は
、
藩
の
名
譽
に
は
な
ら
な
い
と
し
、

連
同
士
の
無
意
味
な
反
目
が
少
年
た
ち
を
惨
劇
に

き
込
ん
だ
こ
と
を
慨
嘆

し
、
連
の
在
り
方
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
し
て
い
た
。

３

第
十
一
條
（
通
知
簿
）・
第
十
二
條
（
勘
考
簿
）

第
十
三
條
（
講
誦
簿
）

こ
の
三
箇
條
は
、
評
價
の
基
礎
資
料
と
な
る
學
生
の
出
缺
や
點
數
を
記

す

る
た
め
に
、
實
際
に
用
い
ら
れ
た
簿

に
關
す
る
條
文
で
あ
る
。

第
十
一
條
は
、「
通
知
簿
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

凡
そ
諸
生
の
學
に
入
り
て
業
を

ふ
者
は
、
姓
名
・

里
・
年
庚
及
び
入

の

月
を
詳
記
し
、
以
て
他
日
の
積
分
通
考
に
備
ふ
。

（
凡
諸
生
入
學

業
者
、
詳
記
姓
名
・

里
・
年
庚
及
入

月
、以
備
他

日
積
分
通
考
。）

「
積
分
」と
は
、
平
常
點
の
こ
と
で
、
考
査
の
點
數
を
逐
次
累
積
し
た
も
の
を

い
う
。
や
は
り
前
條
で
み
た
『
明
會
典
』
に
も
「
積
分
の
法
は
、
孟
月
に
、
本

經
義
一
道
を
試
し
」（
積
分
之
法
、
孟
月
、
試
本
經
義
一
道
）と
の
條
文
が
存
在

し
て
い
る
。

次
に
十
二
條
は
、「
勘
考
簿
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

文
簿
一
扇
、
上
に
於
い
て
生
員
姓
名
を

列
し
、
下
に
界
畫
し
て
十
方
と

作
す
。
一
月
を
通
し
て
三
十
日
と
作
し
、

月
坐
班
一
日
に
し
て
、
紅
圈

を
印
す
。
如
し
事
故
有
ら
ば
、
黑
圈
を
用
ひ
て
名

に
記
す
。
坐
班
す
る

こ
と
七
百
圈
に
至
り
て
、
班
一
等
を
升
す
。

（
文
簿
一
扇
、
於
上

列
生
員
姓
名
、
於
下
界
畫
作
十
方
。
一
月
通
作
三
十

日
、

月
坐
班
一
日
、
印
紅
圈
。
如
有
事
故
、
用
黑
圈
記

名
。
至
坐
班

七
百
圈
。
升
班
一
等
。）

勘
合
簿
と
は
、
學
生
の
出
欠
を
記

す
る
簿

で
あ
る
。「
科
條
大
意
」
は
、

「
是
れ
明
の
國
子
監
の
制
な
り
」
と
し
て
、
時

で
用
い
る
勘
合
簿
は
、『
明

會
典
』
に
依
據
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。『
明
會
典
』
の
該
當
條

文
を

げ
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

生
員
は
各
堂
に
坐
堂
し
、
勘
合
文
簿
を
置
立
す
。
上
に
生
員
の
姓
名
を

列
し
、
下
に
界
畫
し
て
十
方
を
作
す
。
一
月
を
通
じ
て
三
十
日
と
作
し
、

坐
堂
す
る
こ
と
一
日
で
紅
圏
一
箇
を
印
す
。
如
し
事
故
有
れ
ば
、
黑
圈
を

用
ひ
て
名

に
記
す
。須
ら
く
坐
堂
す
る
こ
と
圏
七
百
の
上
方
に
至
れ
ば
、

率
性
堂
に
升
る
を
許
す
べ
し
。

（
生
員
坐
堂
、
各
堂
置
立
勘
合
文
簿
。
於
上

列
生
員
姓
名
。
於
下
界
畫
作

十
方
、
一
月
通
作
三
十
日
。
坐
堂
一
日
、
印
紅
圈
一
箇
。
如
有
事
故
、
用

黑
圈
記
。

名
須
至
坐
堂
圈
七
百
之
上
、
方
許
升
率
性
堂
。）
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さ
ら
に
第
十
三
條
の
「
講
誦
簿
」
に
つ
い
て
も
同

の
こ
と
が
い
え
る
。

同
條
は
、「
講
誦
簿
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

簿
書
一
本
、

日
本
名
の
下
に
、
誦
す
る
所
、

ふ
所
を
書
寫
し
て
、
以

て
稽
考
に
憑
る
。

簿
書
一
本
。

日
於
本
名
下
、
書
寫
所
誦
所

。
以
憑
稽
考
。）

「
科
條
大
意
」
に
も
、「
講
誦
簿
」
に
つ
い
て
「
會
讀
・
復
講
・
背
書
等
の
日

課
を
記
す
る
帳
面
な
り
」
と
あ
る
が
、
同
じ
く
『
明
會
典
』
の
該
當
條
文
を

げ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

凡
そ
生
員
日
講
、
務
め
て
講
誦
簿
を
置
く
。

日
須
ら
く
本
名
の
下
に
、

講
ず
る
所
、
誦
ず
る
所
、

ふ
所
を
書
寫
し
、
以
て
稽
考
に
憑
る
べ
し
。

（
凡
生
員
日
講
、
務
置
講
誦
簿
。

日
須
於
本
名
下
、
書
寫
所
講
所
誦
所

、

以
憑
稽
考
。）

以
上
か
ら
時

が
『
明
會
典
』
の
條
文
を
大
い
に
參
考
に
し
な
が
ら
、
學

生
に
對
す
る
罰
則
や
出
欠
・
成
績
記

の
管
理
に
對
し
て
、
き
わ
め
て
緻
密
な

對
策
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
）
成
績
優
秀
者
の
表
彰
と
「
知
行
世
減
の
法
」
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
成
績
優
秀
者
の
表
彰
と
「
知
行
世
減
の
法
」
の
關
係
に
つ
い
て

討
す
る
。

は
じ
め
に
時

で
實
施
さ
れ
て
い
た
表
彰
制
度
に
つ
い
て
、
明
治
維
新
後

に
旧
熊
本
藩
か
ら
文
部
省
に
上
げ
ら
れ
た
報
告
書
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

日
生
徒
の
精
惰
を

し
、

年
十
二
月
に
至
り
、
文
藝
出
精
の
生
徒
を

調
査
し
て
、
之
を
總
敎
に
進
達
し
、
總
敎
は
之
を
藩
主
に
上
達
す
。
明
年

正
月
十
三
日
、
開
講
の
節
に
於
い
て
總
敎
よ
り
賞
詞
あ
り
。
句
讀
・

書

三
年

匪
懈
の
者
は
、
金
子
を
賞
與
し
、
六
年

匪
懈
な
れ
ば
賞
詞
し
、

九
年

相
變
は
ら
ず
出
精
す
れ
ば
、
白
銀
を
賞
與
す
。（
略
）講
堂
生
賞
美

の
順
序
は
、

ね
入
學
初
年
よ
り
六
年

出
精
學
業
進

す
れ
ば
、
其
の

明
年
七
年
目
に
賞
詞
あ
り
。
後
八
、
九
年
相
變
は
ら
ず
出
精
進

す
れ
ば
、

藩
主
紋
附
の
麻
上
下
を
賞
與
し
、
猶
ほ
又
多
年
出
精
の
生
徒
へ
は
同
じ
く

時
服
（
小
袖
帷
子
の
類
）
を
賞
與
す
。（
略
）
居
寮
生
の
中
、
才
器
格
別
衆

に
超
へ
て
出
精
し
、
學
業
進
歩
の
者
へ
は
心
附
と
し
て
毎

銀
五
枚
、
或

ひ
は
米
十
俵
を
給
與
せ
り
（『
資
料
』
三
、
二
一
一
頁
參
照
）。

こ
の
よ
う
に
時

で
は
句
讀
齋
・

書
齋
か
ら
菁

齋
に
至
る
ま
で
の
全

て
の
課
程
で
き
め
細
か
な
表
彰
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
時

の

優
等
生
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
が
、
そ
の
後
、
藩
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け

を
与
え
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
熊
本
藩
の
政
治
行
政
制
度
と
の
關
わ
り
の
中

で
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
以
下
、
藩
主
重
賢
が
寶

六
年
（
一
七
五
六
）
に
制
定
し
た
「
知
行

世
減
の
法
」
を
採
り
上
げ
、
そ
れ
が
時

の
敎
育
の
在
り
方
に
与
え
た
影
響

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

寶

の
藩
政
改
革
を

行
し
、
時

の
創
立
者
で
あ
る
藩
主
重
賢
が
制
定

し
た
「
知
行
世
減
の
法
」
は
、
旧
來
の
熊
本
藩
士
に
与
え
ら
れ
て
い
た
世
祿
制

度
に
大
き
な
變
革
を
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
法
の
制
定
以
後
、
熊
本
藩

士
の
扶
祿
に
は
、
舊
故
と
新
知
と
の
區
別
が
生
ま
れ
た
。
前
者
は
、
慶
安
二
年

（
一
六
四
九
）以
前
か
ら
の
家
臣
と
し
て
、
親
の
跡
目
を
そ
の
ま
ま
相
續
で
き
る
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世
襲
祿
だ
が
、
後
者
は
、
慶
安
三
年
（（
一
六
五
〇
）
以
後
に
仕
官
し
た
者
と
し

て
、
父
の

務
成
績
と
子
の
才
能
次
第
で
相
續
高
が
増
減
さ
れ
る
仕
組
み
で

あ
っ
た
。
父
が
致
仕
す
る
か
死
去
し
た
場
合
、
父
の
功
績
と
嗣
子
の
行

及
び

文
武
成
績
と
を
考
量
し
て
、

群
な
場
合
に
は
祿
高
を
減
じ
な
い
が
、
い
わ
ゆ

る
可
も
な
く
不
可
も
な
く
の
場
合
に
は
、
父
の
祿
高
を
幾
ら
か
減
じ
て
相
續
さ

せ
る
の
が
例
と
さ
れ
た
。

「
知
行
世
減
の
法
」の
制
定
以
來
、
藩
士
子
弟

に
は
、
家
名
を
重
ん
じ
て
文

武
兩
道
に
精
進
す
る
氣
風
が
旺
盛
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
「
知
行
世
減
の

法
」は
、
旧
態
依
然
と
し
た
門
閥
制
度
の
下
に
お
け
る
人
事
の
停
滞
を
打
破
し
、

藩
主
重
賢
が
目
指
し
た
新
た
な
人
材
登
用
を
可
能
に
し
た
。
そ
し
て
時

に

お
け
る
人
材
敎
育
も
車
の
両
輪
の
片
方
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
、
當
然

の
よ
う
に
要
請
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
家
督
相
續
者
に
要
求

さ
れ
る
文
と
武
と
の
成
績
比
率
に
つ
い
て
、
前
記
の
報
告
書
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

生
徒
に
は
必
ず
文
武
両
道
を
兼
修
せ
し
め
た
る
に
は
非
ず
。
不
文
に
し
て

武
技
に
秀
づ
る
あ
り
、
不
武
に
し
て
學
識
に
富
む
あ
り
。
各
自
其
の
好
む

所
に
随
て
學
ば
し
め
た
り
。
文
學
と
武
術
の
比
例
を

れ
ば
、
舊
熊
本
藩

の
制
、
子
弟
の
藝
能
に
依
て
父
兄
の
家
督
知
行
を
相
違
無
く
相
續
せ
し
め

た
る
に
、
免

の
藝
二
以
上
、
或
は
免

の
藝
一
・
目

の
藝
二
以
上
、

目

而
已
に
て
は
四
以
上
、
文
學
は
免

目

之
無
き
に
付
、
師
範
よ
り

技
藝
に
較
れ
ば
學
業
の
位
、
免

又
は
目

に
當
る
と
申
立
の
趣
に
因
て

論
判
し
一
藝
に
て
も
世

て
妙
手
と

す
る
程
の
類
は
、
例
を
照
し
て
論

判
し
た
り
（『
資
料
』
三
、
二
一
〇
頁
參
照
）。

こ
の
よ
う
に
藩
士
子
弟
が
父
の
扶
祿
を
そ
の
ま
ま

承
し
て
家
督
を

ぐ
た

め
に
は
、
文
武
兩
道
で
高
い
評
價
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
し
て
二
男
以
下

の
者
で
他
家
に
婿
養
子
に
入
る
こ
と
を
望
む
な
ら
ば
、
文
武
兩
道
に

群
の
實

績
を
收
め
る
こ
と
が
條
件
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
時

の
敎
育
理
念
は
、
文
武
両
道
に
よ
ら
ず
「
各
自
其
の
好
む

所
に
随
て
學
ば
し
め
」
る
こ
と
に
特
色
が
あ
っ
た
。
し
か
し
時

の
設
立
者

で
あ
る
藩
主
重
賢
が
導
入
し
た
「
知
行
世
減
の
法
」
と
い
う
新
し
い
扶
祿
制
度

は
、
開
學

も
な
い
時

の
學
風
を
人
材
養
成
の
名
の
下
に
成
績
第
一
主
義

へ
と
傾
斜
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
熊
本
藩
校
時

の
根
本
規
則
で
あ
る
「
時

學
規
」
を
採
り

上
げ
、
そ
こ
に
表
れ
た
敎
育
理
念
と
敎
育
内
容
の
特
色
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

た
が
、
そ
の
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

第
一
は
、
時

で
は
、
古
注
を
主
と
す
る
が
、
新
注
も
排
除
せ
ず
、
兩
方

を
參
照
し
て
可
と
す
る
自
由
で

容
な
敎
育
方
針
が
採
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
時

は
、
徂
徠
學
派
と
學
問
的
交
流
の
あ
っ
た
藩
主
細
川
重
賢
と
初
代

敎
授
秋
山
玉
山
に
よ
っ
て
敎
學
の
基
礎
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
學
風
は
、
個
々

の
學
生
の
特
性
と
個
性
に
應
じ
た
敎
育
を
行
う
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。第

二
は
、
重
賢
は
、
寶

の
藩
政
改
革
の
實
行
に
は
、
綱
紀
の

正
と
有
能

な
人
材
の
養
成
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
、
時

の
開
校
後
ま
も
な
く
「
知
行
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世
減
の
法
」
を
制
定
し
た
が
、「
知
行
世
減
の
法
」
が
時

の
敎
育
内
容
や
學

生
の
意
識
に
成
績
第
一
主
義
の
傾
向
を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
時

は
、
藪
孤
山
（
一
七
三
五
｜
一
八
〇
二
）
が
、
寶

十
三

年
（
一
七
六
三
）
に
第
二
代
敎
授
に
就
任
し
、
つ
い
で
高
本
紫
溟
（
一
七
三
八

｜
一
八
一
四
）
が
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
第
三
代
敎
授
と
な
る
に
及
び
、

江
戸
幕
府
が
朱
子
學
以
外
の
學
問
の
講
義
を
禁
じ
た

政
異
學
の
禁
（
一
七
九

〇
）
の
影
響
も
あ
っ
て
、
古
文
辭
學
か
ら
朱
子
學
を
宗
と
す
る
學
風
に
轉
換
し

た
が
、
時

で
の
成
績
が
家
督
相
續
や
昇
進
に
影
響
す
る
と
い
う
「
知
行
世

減
の
法
」
は
幕
末
に
至
る
ま
で
維
持
さ
れ
た
。

井
小
楠
は
、
時

に
學
ん
で
菁

齋
の
居
寮
長
を
務
め
た
秀
才
で
あ
っ

た
が
、
時

の
敎
育
内
容
が
訓
古
記
誦
の
學
に

落
し
て
い
る
現

を

く

批
判
し
た
。
こ
の
と
き
居
寮
生
と
し
て
小
楠
の
指
導
を
受
け
た
元
田
永
孚
（
一

八
一
八
｜
一
八
九
一
）
が
「
藩
校
の
興
る
寶

の
盛
時
に
あ
り
て
其
の

は
素

よ
り
美
な
り
と
雖
も
、
學
問
正
大
な
ら
ず
」
三
十
一
）

と
い
う
小
楠
の
言
葉
を
傳
え

て
い
る
。

第
三
に
は
、「
學
規
」に
は
、
學
業
の
期
日
を
立
て
た
り
、
學
生
の
成
績
評
價

や
賞
罰
の
査
定
を
す
る
際
の
準
則
と
な
る
詳
細
な
條
文
が
設
け
ら
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
ら
の
條
文
の
多
く
が
、『
明
會
典
』を
參
考
に
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
た
。
本
稿
で
は

れ
な
か
っ
た
が
、
圖
書
の
貸
し
出
し
や
學

へ
の

出
入
り
等
に
關
す
る
規
定
三
十
二
）

も
、『
明
會
典
』を
參
考
に
作
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

た
う
み

し
ゅ
う
ほ
・
言
語
文
學
専
攻
）

注一
）

笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
學
統
・
學
派
の
綜
合
的
研
究
』
下
、
吉
川
弘
文

、
一
九
七
〇
年
、
一
七
一
九
頁
參
照
。

二
）

阿
部
隆
一「
龜
井
南
冥
昭
陽
著
作
書
誌
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』、
慶
応
義
塾
大
學
附

屬
研
究
所
斯
道
文
庫
十
六
号
、
一
九
七
九
年
）
參
照
。

三
）『
肥
後
物
語
』（
瀧
本
誠
一
『
日
本
經
濟
叢
書
』

十
五
所
収
、
日
本
經
濟
叢
書
刊

行
會
、
一
九
一
五
年
、
四
八
八
頁
）
參
照
。

四
）

日
本
六
十
余
州
に
つ
い
て
そ
の
地
勢
と
と
も
に
人
情
・
気
質
を
風
土
と
關
連
づ
け

て
論
じ
た
書
物
。『
舊
人
國
記
』
の
著
者
・
成
立
年
代
は
不
詳
だ
が
、
江
戸
初
期
、

關
祖
衡
（
生
没
年
不
詳
）
が
、
こ
れ
に
地
圖
を
付
し
「
暖
気
の
と
こ
ろ
の
人
は
柔

弱
、
寒
気
の
と
こ
ろ
の
人
は
堅
固
」
等
の

明
を
加
え
『
新
人
國
記
』
と
し
て
刊

行
し
た
。

五
）

渡
邊
徹
校
訂
『
舊
新
人
國
記
』、
世
界
社
文
庫
、
一
九
四
八
年
、
三
一
六
頁
參
照
。

六
）

武
藤
巖
男
他
編
『
肥
後
文

叢
書
』
第
一

、
一
九
〇
九
年
、
三
八
頁
參
照
。

七
）

同
前
。

八
）

武
藤
巌
男
編
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』、
一
九
一
一
年
、
九
五
頁
｜
九
六
頁
參
照
。

九
）『
先
哲
叢
談
』

八
、『
東
洋
文
庫
』
五
七
四
、
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
、
三
九
三

頁
參
照
。

十
）

同
前
三
九
七
頁
參
照
。

十
一
）

前
出
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
五
十
頁
參
照
。

十
二
）「
時

學
規
」
二
種
の
異
同
に
つ
い
て
、
名
倉
栄
三
郎
「
肥
後
熊
本
藩
『
時

學
規
』
二
種
」（『
日
本
敎
育
史
資
料
』
の
研
究
二
・
藩
校
篇
、
玉
川
大
學
出
版

部
、
一
九
九
三
年
、
三
八
三
頁
｜
三
九
八
頁
）
參
照
。

十
三
）

前
田
勉
『
江
戸
の
讀
書
會
｜

會
讀
の

史
』、
平
凡
社
、
二
〇
一
二
年
、
一
七

一
頁
參
照
。

十
四
）『
千
字
文
』
に
「『
語
助
』
と
謂
ふ
は
、
焉
・
哉
・
乎
・
也
な
り
」
と
あ
る
。「
語

助
」
は
、「
語
氣
助
詞
」
の
こ
と
。
確
認
の
語
氣
を
表
す
。
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十
五
）『
漢
書
』
楊
胡
朱

云
傳
に
「
今
の
朝
廷
大
臣
、
上
は
主
を
匡
す
能
は
ず
、
下
は

以
て
民
を
益
す
る
こ
と
亡
し
。
皆

位
素
餐
な
り
」
と
あ
る
。

十
六
）

明
の
弘
治
十
五
年
（
一
五
〇
二
）、
徐
溥
（
一
四
二
八
｜
一
四
九
九
）
ら
が
弘
治

帝
（
一
四
七
〇
｜
一
五
〇
五
）
の
敕
を
奉
じ
て
撰
し
た
が
、
弘
治
帝
崩
御
の
た
め

に
頒
布
さ
れ
ず
、
そ
れ
を
修
訂
し
て
正
德
四
年
（
一
五
〇
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
。

こ
れ
を『
正
德
會
典
』（
全
一
八
〇

）と
い
う
。
次
い
で
張
居
正（
一
五
二
五
｜
一

五
八
二
）
ら
が

修
し
て
、
萬

十
五
年
（
一
五
八
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
全
二
二

八

の
も
の
は
『
萬

會
典
』
と
い
わ
れ
る
。

十
七
）

荻
生
徂
徠
著
、
小
泉
秀
之
助
校
訂
『
譯
文
筌
蹄
』
須
原
屋
商
店
、
一
九
〇
八
年
、

二
頁
｜
三
頁
參
照
。

十
八
）『
延
喜
式
』

二
十
に
「
凡
漢
語
師

生
竝
賜
時
服
」
の
條
が
見
え
る
。

十
九
）

朱
子
が
『
小
學
』
に
書
い
た
序
に
「
古
は
小
學
、
人
を
敎
ふ
る
に

掃
・
應
對
・

進
退
の
節
、
親
を
愛
し
、
長
を
敬
し
、
師
を
隆
び
、
友
に
親
し
む
の
道
を
以
て
す
）」

と
あ
る
。

二
十
）「

倫
」
は
人
と
し
て
常
に
守
る
べ
き
道
を
い
う
。『
書
經
』
洪
範
に
「
我
れ
其
の

倫
の

た
るところを
知
ら
ず
」
と
あ
る
。

二
十
一
）

唐
代
を
代
表
す
る
四
人
の
書
家
。

は
、

陽
詢（
五
五
七
｜
六
四
一
）。
虞
は
、

虞
世
南
（
五
五
八
｜
六
三
八
）。

は
、

眞
卿
（
七
〇
九
｜
七
八
五
）。
柳
は
、

柳
公
權
（
七
七
八
｜
八
六
五
）
を
い
う
。

二
十
二
）「
昏
定
而
晨
省
」
の
略
。『
禮
記
』
曲
禮
に
「
凡
そ
人
の
子
爲
る
の
禮
は
、
冬
に

か
に
し
て
夏
は
淸
し
く
し
、
昏
れ
に
定
め
て
晨
に
省
み
る
」
と
あ
る
。

二
十
三
）『
禮
記
』
文
王
世
子
に
「
食
上たてまつ
る
に
は
、
必
ず
在あきらか
に
寒
煖
の
節
を

る
。
食

下くだ
る
に
は
、
膳くら
ふ
所
を
問
ひ
、
膳
宰
に
命
じ
て
曰
く
、『
原ふたたび
す
る
こ
と
有
る
こ
と

末な
か
れ
』
と
。
應
じ
て
曰
く
、『
諾
』
と
。
然
る
後
に
退
く
」
と
あ
る
。

二
十
四
）

朱
子
「
大
學
章
句
序
」
に
「
人
生
れ
て
八

な
れ
ば
、
則
ち
王
公
よ
り
以
下
、

庶
人
の
子
弟
に
至
る
ま
で
、
皆
小
學
に
入
る
。
而
し
て
之
に
敎
ふ
る
に

掃
・
應

對
・
進
退
の
節
、
禮
・

・
射
・
御
・
書
・
數
の
文
を
以
て
す
」
と
あ
る
。

二
十
五
）

第
四
十
六
代
天
皇
（
七
一
八
｜
七
七
〇
）、
重
祚
し
て

德
天
皇
（
第
四
十
八

代
）、
女
帝
。

二
十
六
）

劉
秀
（
前
六
｜
後
五
七
）、
後
漢
の
初
代
皇
帝
。

二
十
七
）

前

『
先
哲
叢
談
』
三
九
六
頁
參
照
。

二
十
八
）

禪
宗
で
師
家
が
參
禪
者
の
指
導
に
用
い
る
割
竹
で
作
っ
た
弓

の
棒
。

二
十
九
）

多
田
建
次『
學
び
舎
の
誕
生
』、
玉
川
大
學
出
版
部
、
一
九
九
二
年
、
一
〇
五
頁

以
下
參
照
。

三
十
）

山
崎
正
董
編
『
横
井
小
楠
』
下

遺
稿
篇
、
明
治
書
院
、
一
九
三
八
年
、
七
八
五

頁
參
照
。

三
十
一
）『
還
暦
之
記
』（『
元
田
永
孚
文
書
』第
一

、
元
田
文
書
研
究
會
、
一
九
六
九
年
、

二
一
頁
）
參
照
。

三
十
二
）「
學
規
」
第
十
四
條
｜
第
十
六
條
。『
市
史
』
史
料
編
九
一
九
頁
｜
九
二
〇
頁
參

照
。
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